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国
の
整
備
予
定
状
況
を
伺
う
。

市
長
　
令
和
３
年
度
は
、
国
道
１
号
よ

り
上
流
で
は
施
工
延
長
２
４
０
メ
ー
ト

ル
の
堤
防
工
事
が
進
ん
で
お
り
、
国
道

１
号
よ
り
下
流
で
は
、
民
地
と
官
地
の

境
界
を
確
定
す
る
た
め
の
測
量
を
行
っ

て
い
る
と
国
土
交
通
省
京
浜
河
川
事
務

所
よ
り
伺
っ
て
い
る
。
相
模
川
の
治
水

安
全
度
の
向
上
は
必
須
と
考
え
て
お
り
、

市
と
し
て
も
引
き
続
き
国
に
要
望
し
て

い
く
。

（
仮
称
）
茅
ヶ
崎
市
歴
史
文
化
交
流
館

整
備
事
業
に
つ
い
て

問

　プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
夏
に
控
え
、
開

館
に
当
た
り
「
市
民
・
利
用
者
と
と
も

に
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
に
向

け
、
ど
の
よ
う
な
準
備
・
計
画
が
さ
れ

て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
長
　
令
和
３
年
11
月
に
建
設
工
事

が
完
了
し
た
。
現
在
、
博
物
館
と
し
て

の
内
装
に
当
た
る
展
示
収
蔵
製
作
、
図

書
資
料
を
配
架
す
る
図
書
館
分
室
の
設

置
作
業
を
進
め
て
お
り
、
令
和
４
年
５

月
末
を
完
了
予
定
と
し
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

夏
休
み
中
の
開
館
を
目
指
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
の
本
格
的
な
運
営
の
た
め
、

文
化
資
料
館
の
運
営
に
協
力
い
た
だ
い

て
い
た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
利
用
者

と
の
協
力
、
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

道
の
駅
整
備
推
進
事
業
に
つ
い
て

問

　茅
ヶ
崎
市
道
の
駅
基
本
計
画
は
平

成
28
年
に
策
定
さ
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
こ
の
よ
う
な
集
客
・
商
業
施
設
は
課

題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
社
会
情
勢

の
変
化
も
あ
り
、
再
度
、
本
市
が
打
ち

出
す
道
の
駅
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
運
営
・
形

態
を
精
査
し
、
茅
ヶ
崎
市
ら
し
さ
の
創

出
に
向
け
て
募
集
事
業
者
に
要
求
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
基
本
計
画
策
定
以
降
、
社
会
経

済
情
勢
や
人
々
の
生
活
様
式
は
大
き
な
変

容
を
遂
げ
て
お
り
、
変
化
を
的
確
に
把
握

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
採
用
す
る

Ｄ※
１

Ｂ
Ｏ
方
式
の
下
、
必
要
な
諸
条
件
等
に

つ
い
て
、
民
間
事
業
者
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

と
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
の
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
地
域
経

済
活
性
化
の
起
爆
剤
や
「
茅
ヶ
崎
ら
し

さ
」
の
発
信
拠
点
と
い
っ
た
道
の
駅
に
期

待
す
る
役
割
は
、
一

層
大
き
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
「
ち

が
さ
き
愛
」
に
あ
ふ

れ
、
時
代
に
即
し
た

道
の
駅
に
な
る
よ
う
、

事
業
者
募
集
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

体
育
な
ど
運
動
時
に
お
け
る
マ
ス
ク
の

必
要
性
に
つ
い
て

問

　ス
ポ
ー
ツ
庁
は
、
運
動
を
行
う
際

に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
場
合
、
十
分
な

呼
吸
が
で
き
な
い
リ
ス
ク
や
熱
中
症
に

な
る
リ
ス
ク
を
指
摘
し
て
い
る
。
身
体

に
負
担
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

周
囲
の
人
と
の
距
離
が
確
保
で
き
る
場

合
は
、
マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
啓
発
し
て

い
る
が
、
教
育
委
員
会
の
認
識
を
伺
う
。

教
育
長
　
国
や
県
か
ら
、
体
育
の
授
業

で
は
感
染
対
策
に
配
慮
し
た
上
で
、
マ

ス
ク
着
用
は
必
要
な
い
旨
の
通
知
が
さ

れ
て
い
る
。
本
市
で
も
、
身
体
へ
の
リ

ス
ク
を
考
慮
し
て
、
十
分
な
身
体
的
距

離
を
確
保
で
き
る
状
況
で
は
、
原
則
マ

ス
ク
を
外
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

問

　公
共
施
設
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ

る
消
費
需
要
が
市
の
機
能
維
持
と
活
性

化
に
つ
な
が
り
、
社
会
経
済
活
動
の
回

復
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を

問
う
。

市
長
　
令
和
４
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
民
の
暮

ら
し
の
質
の
向
上
に
資
す
る
事
業
、
ま

ち
の
機
能
維
持
や
強
化
に
必
要
と
さ
れ

る
事
業
を
柱
と
し
て
実
施
す
る
。

問

　総
合
計
画
実
施
計
画
が
な
い
た
め

に
、
計
画
と
予
算
の
連
動
が
見
え
に
く

い
状
況
だ
が
、
見
解
を
問
う
。

市
長
　
単
年
度
の
事
業
実
施
方
針
に
よ

り
、
目
指
す
姿
が
分
か
り
に
く
く
な
っ

た
こ
と
は
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
実
施

計
画
の
策
定
過
程
に
お
い
て
、
分
か
り

や
す
い
事
業
説
明
に
努
め
る
。

財
政
健
全
化
に
つ
い
て

問

　財
政
健
全
化
緊
急
対
策
の
成
果
、

課
題
、
最
終
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組

み
及
び
目
標
達
成
の
見
通
し
を
問
う
。

市
長
　
財
政
健
全
化
緊
急
対
策
に
基
づ

き
、
総
人
件
費
の
削
減
や
事
務
事
業
、

補
助
金
の
見
直
し
等
の
歳
出
削
減
及
び

徴
収
率
の
向
上
等
の
歳
入
確
保
に
取
り

組
み
、
成
果
は
順
次
予
算
に
反
映
し
た
。

令
和
４
年
度
は
総
人
件
費
の
抑
制
や
補

助
金
の
見
直
し
等
の
取
り
組
み
を
継
続

し
つ
つ
、
ご
み
収
集
業
務
の
一
部
と
病

院
給
食
調
理
業
務
の
委
託
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
※１　ＤＢＯ方式…行政が国の交付金や公債等により施設建設の資金を市中金利と比較して低金利で調達し、民間事業者に施設の設計・建設と

運営・維持管理を一括で担わせる方式

ち
が
さ
き

自
民
ク
ラ
ブ

コ
ロ
ナ
後
見
据
え「
攻
め
」の

運
営
を

小島勝己

令和７年度開設予定の道の駅

（3）

総
括
質
疑

施
政
方
針
の
基
本
的
な
考
え
に
つ
い
て

問
　
市
長
任
期
が
３
年
以
上
経
過
し
た

中
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け
る
市
長
自

身
の
評
価
を
伺
う
。

市
長
　
「
茅
ヶ
崎
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

を
策
定
し
、
市
民
の
生
命
と
健
康
、
生

活
を
守
る
こ
と
に
最
善
を
尽
く
し
て
き

た
。
今
後
起
こ
り
得
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
将
来
に
わ

た
る
市
民
の
「
暮
ら
し
の
質
」
を
実
現

す
る
成
長
戦
略
を
検
討
し
て
い
く
。

令
和
４
年
度
予
算
に
つ
い
て

問
　
財
政
健
全
化
緊
急
対
策
の
最
終
年

度
で
も
あ
り
、
歳
入
歳
出
に
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
で
の
予
算
編

成
と
な
っ
た
。
市
長
の
思
い
、
編
成
の

根
拠
、
経
緯
を
伺
う
。

市
長
　
本
市
が
安
定
的
に
継
続
し
て
い

く
た
め
に
「
今
、
な
に
を
す
べ
き
な
の

か
」
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
臆
す
る
こ

と
な
く
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
編
成
し

た
。
令
和
３
年
度
予
算
で
は
、
イ
ベ
ン
ト

等
に
関
わ
る
経
費
は
原
則
と
し
て
計
上
を

見
送
っ
て
き
た
が
、
令
和
４
年
度
予
算
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
克
服
も
視
野
に
入
れ
、
政
策

分
野
全
般
に
わ
た
り
、
機
能
維
持
・
強
化

に
努
め
る
べ
く
予
算
を
配
分
す
る
と
と
も

に
、
イ
ベ
ン
ト
や
啓
発
事
業
に
係
る
経
費

も
復
活
計
上
し
た
。

デ
リ
バ
リ
ー
給
食
の
実
施
に
向
け
た
事

業
に
つ
い
て

問
　
本
事
業
を
機
に
中
学
校
給
食
の
実

施
に
向
け
て
加
速
さ
れ
る
の
か
、
今
後

の
見
通
し
を
伺
う
。

教
育
長
　
モ
デ
ル
校
２
校
の
全
生
徒
・

教
職
員
を
対
象
に
、
学
校
給
食
摂
取
基

準
に
基
づ
き
作
成
し
た
献
立
に
よ
る
デ

リ
バ
リ
ー
給
食
を
一
週
間
程
度
の
期
間

で
実
施
す
る
。
今
後
は
、
中
学
校
給
食

の
調
理
施
設
の
建
設
用
地
の
確
保
、
モ

デ
ル
事
業
で
得
ら
れ
る
検
証
結
果
を
踏

ま
え
、
令
和
５
年
度
か
ら
の
実
施
計
画

に
位
置
付
け
、
実
施
に
向
け
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

問
　
相
模
川
左
岸
築
堤
工
事
は
本
市
の

最
大
の
課
題
で
あ
る
。
未
整
備
地
域
の

国
道
１
号
南
側
で
測
量
作
業
を
行
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
市
の
把
握
し
て
い
る

本 会 議
委
員
長
報
告

討

論

採

決

予算審査

特別委員会

案
件
の
説
明

質

疑

討

論

採

決

常任委員会
議案審査

案
件
の
説
明

質

疑

討

論

採

決

本　会　議
施
政
方
針
演
説

総

括

質

疑

委
員
会
付
託

議

案

提

出

提

案

説

明

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

10人の議員が質疑

　
総
括
質
疑
と
は
、市
長
の
施
政

方
針
演
説
と
各
提
出
議
案
に
対
し

て
、各
会
派
か
ら
代
表
質
疑
者
と

関
連
質
疑
者
が
行
う
質
疑
の
こ
と

で
す（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
は

個
人
質
疑
を
行
い
ま
す
。）。

　
３
月
に
開
催
さ
れ
る
第
１
回
定

例
会
で
の
み
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、

本
会
議
第
２
日
か
ら
第
４
日
に
か

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

第 1回定例会の主な流れ

絆・新
し
い
風

施
政
方
針
か
ら
市
政
運
営

の
展
望
を
問
う

青 木  浩

総
括
質
疑

（2）

総
括
質
疑
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き
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
「
ち

が
さ
き
愛
」
に
あ
ふ

れ
、
時
代
に
即
し
た

道
の
駅
に
な
る
よ
う
、

事
業
者
募
集
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

体
育
な
ど
運
動
時
に
お
け
る
マ
ス
ク
の

必
要
性
に
つ
い
て

問

　ス
ポ
ー
ツ
庁
は
、
運
動
を
行
う
際

に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
場
合
、
十
分
な

呼
吸
が
で
き
な
い
リ
ス
ク
や
熱
中
症
に

な
る
リ
ス
ク
を
指
摘
し
て
い
る
。
身
体

に
負
担
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

周
囲
の
人
と
の
距
離
が
確
保
で
き
る
場

合
は
、
マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
啓
発
し
て

い
る
が
、
教
育
委
員
会
の
認
識
を
伺
う
。

教
育
長
　
国
や
県
か
ら
、
体
育
の
授
業

で
は
感
染
対
策
に
配
慮
し
た
上
で
、
マ

ス
ク
着
用
は
必
要
な
い
旨
の
通
知
が
さ

れ
て
い
る
。
本
市
で
も
、
身
体
へ
の
リ

ス
ク
を
考
慮
し
て
、
十
分
な
身
体
的
距

離
を
確
保
で
き
る
状
況
で
は
、
原
則
マ

ス
ク
を
外
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

問

　公
共
施
設
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ

る
消
費
需
要
が
市
の
機
能
維
持
と
活
性

化
に
つ
な
が
り
、
社
会
経
済
活
動
の
回

復
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を

問
う
。

市
長
　
令
和
４
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
民
の
暮

ら
し
の
質
の
向
上
に
資
す
る
事
業
、
ま

ち
の
機
能
維
持
や
強
化
に
必
要
と
さ
れ

る
事
業
を
柱
と
し
て
実
施
す
る
。

問

　総
合
計
画
実
施
計
画
が
な
い
た
め

に
、
計
画
と
予
算
の
連
動
が
見
え
に
く

い
状
況
だ
が
、
見
解
を
問
う
。

市
長
　
単
年
度
の
事
業
実
施
方
針
に
よ

り
、
目
指
す
姿
が
分
か
り
に
く
く
な
っ

た
こ
と
は
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
実
施

計
画
の
策
定
過
程
に
お
い
て
、
分
か
り

や
す
い
事
業
説
明
に
努
め
る
。

財
政
健
全
化
に
つ
い
て

問

　財
政
健
全
化
緊
急
対
策
の
成
果
、

課
題
、
最
終
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組

み
及
び
目
標
達
成
の
見
通
し
を
問
う
。

市
長
　
財
政
健
全
化
緊
急
対
策
に
基
づ

き
、
総
人
件
費
の
削
減
や
事
務
事
業
、

補
助
金
の
見
直
し
等
の
歳
出
削
減
及
び

徴
収
率
の
向
上
等
の
歳
入
確
保
に
取
り

組
み
、
成
果
は
順
次
予
算
に
反
映
し
た
。

令
和
４
年
度
は
総
人
件
費
の
抑
制
や
補

助
金
の
見
直
し
等
の
取
り
組
み
を
継
続

し
つ
つ
、
ご
み
収
集
業
務
の
一
部
と
病

院
給
食
調
理
業
務
の
委
託
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
※１　ＤＢＯ方式…行政が国の交付金や公債等により施設建設の資金を市中金利と比較して低金利で調達し、民間事業者に施設の設計・建設と

運営・維持管理を一括で担わせる方式

ち
が
さ
き

自
民
ク
ラ
ブ

コ
ロ
ナ
後
見
据
え「
攻
め
」の

運
営
を

小島勝己

令和７年度開設予定の道の駅

（3）

総
括
質
疑

施
政
方
針
の
基
本
的
な
考
え
に
つ
い
て

問
　
市
長
任
期
が
３
年
以
上
経
過
し
た

中
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け
る
市
長
自

身
の
評
価
を
伺
う
。

市
長
　
「
茅
ヶ
崎
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

を
策
定
し
、
市
民
の
生
命
と
健
康
、
生

活
を
守
る
こ
と
に
最
善
を
尽
く
し
て
き

た
。
今
後
起
こ
り
得
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
将
来
に
わ

た
る
市
民
の
「
暮
ら
し
の
質
」
を
実
現

す
る
成
長
戦
略
を
検
討
し
て
い
く
。

令
和
４
年
度
予
算
に
つ
い
て

問
　
財
政
健
全
化
緊
急
対
策
の
最
終
年

度
で
も
あ
り
、
歳
入
歳
出
に
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
で
の
予
算
編

成
と
な
っ
た
。
市
長
の
思
い
、
編
成
の

根
拠
、
経
緯
を
伺
う
。

市
長
　
本
市
が
安
定
的
に
継
続
し
て
い

く
た
め
に
「
今
、
な
に
を
す
べ
き
な
の

か
」
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
臆
す
る
こ

と
な
く
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
編
成
し

た
。
令
和
３
年
度
予
算
で
は
、
イ
ベ
ン
ト

等
に
関
わ
る
経
費
は
原
則
と
し
て
計
上
を

見
送
っ
て
き
た
が
、
令
和
４
年
度
予
算
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
克
服
も
視
野
に
入
れ
、
政
策

分
野
全
般
に
わ
た
り
、
機
能
維
持
・
強
化

に
努
め
る
べ
く
予
算
を
配
分
す
る
と
と
も

に
、
イ
ベ
ン
ト
や
啓
発
事
業
に
係
る
経
費

も
復
活
計
上
し
た
。

デ
リ
バ
リ
ー
給
食
の
実
施
に
向
け
た
事

業
に
つ
い
て

問
　
本
事
業
を
機
に
中
学
校
給
食
の
実

施
に
向
け
て
加
速
さ
れ
る
の
か
、
今
後

の
見
通
し
を
伺
う
。

教
育
長
　
モ
デ
ル
校
２
校
の
全
生
徒
・

教
職
員
を
対
象
に
、
学
校
給
食
摂
取
基

準
に
基
づ
き
作
成
し
た
献
立
に
よ
る
デ

リ
バ
リ
ー
給
食
を
一
週
間
程
度
の
期
間

で
実
施
す
る
。
今
後
は
、
中
学
校
給
食

の
調
理
施
設
の
建
設
用
地
の
確
保
、
モ

デ
ル
事
業
で
得
ら
れ
る
検
証
結
果
を
踏

ま
え
、
令
和
５
年
度
か
ら
の
実
施
計
画

に
位
置
付
け
、
実
施
に
向
け
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

問
　
相
模
川
左
岸
築
堤
工
事
は
本
市
の

最
大
の
課
題
で
あ
る
。
未
整
備
地
域
の

国
道
１
号
南
側
で
測
量
作
業
を
行
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
市
の
把
握
し
て
い
る

本 会 議
委
員
長
報
告

討

論

採

決

予算審査

特別委員会

案
件
の
説
明

質

疑

討

論

採

決

常任委員会
議案審査

案
件
の
説
明

質

疑

討

論

採

決

本　会　議
施
政
方
針
演
説

総

括

質

疑

委
員
会
付
託

議

案

提

出

提

案

説

明

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

10人の議員が質疑

　
総
括
質
疑
と
は
、市
長
の
施
政

方
針
演
説
と
各
提
出
議
案
に
対
し

て
、各
会
派
か
ら
代
表
質
疑
者
と

関
連
質
疑
者
が
行
う
質
疑
の
こ
と

で
す（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
は

個
人
質
疑
を
行
い
ま
す
。）。

　
３
月
に
開
催
さ
れ
る
第
１
回
定

例
会
で
の
み
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、

本
会
議
第
２
日
か
ら
第
４
日
に
か

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

第 1回定例会の主な流れ

絆・新
し
い
風

施
政
方
針
か
ら
市
政
運
営

の
展
望
を
問
う

青 木  浩

総
括
質
疑

（2）

総
括
質
疑



後
を
見
据
え
「
今
、
何
を
す
る
べ
き
な

の
か
」
に
向
き
合
い
予
算
を
編
成
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
策

問
　
感
染
し
た
子
ど
も
を
自
宅
で
看
病

す
る
場
合
の
情
報
の
周
知
方
法
を
問
う
。

市
長
　
保
健
所
設
置
市
の
特
性
を
生
か
し
、

陽
性
と
な
っ
た
全
て
の
方
に
個
別
連
絡
を

行
っ
て
い
る
。
子
ど
も

の
感
染
時
に
は
保
護
者

の
方
に
連
絡
し
、
体
調

悪
化
時
の
緊
急
連
絡
先

や
健
康
観
察
等
の
情
報

提
供
の
他
、
子
ど
も
に

つ
い
て
の
相
談
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て

問
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
果
た
す
役
割
は
、

地
域
の
課
題
解
決
や
魅
力
向
上
を
進
め

て
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
、
地
方
創
生

に
つ
な
げ
る
上
で
大
変
大
き
い
も
の
で

あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
化

の
基
盤
を
作
る
の
か
問
う
。

市
長
　
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
全
て
の

活
動
を
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
良

い
方
向
へ
変
革
し
、
市
全
体
に
好
循
環
を
生

み
出
す
こ
と
が
本
市
の
進
め
る
べ
き
Ｄ
Ｘ
で

あ
る
。
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
新
し
い
ま
ち

に
変
革
す
る
決
意
で
取
り
組
む
。

問
　
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
経
済
効
果

を
含
め
た
Ｄ
Ｘ
戦
略
へ
の
見
解
を
問
う
。

経
済
部
長
　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致

を
図
る
上
で
も
非
常
に
好
機
と
捉
え
て
お
り
、

先
進
的
な
企
業
が
本
市
を
移
転
先
の
選
択
肢

と
す
る
追
い
風
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問
　
今
や
世
界
的
な
人
気
を
誇
る
ア
ニ

メ
分
野
に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
長
　
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す

る
メ
デ
ィ
ア
芸
術
は
、
優
れ
た
文
化
的
価
値

と
ブ
ラ
ン
ド
力
を
有
し
て
お
り
、
本
市
の
文

化
芸
術
面
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
コ
ン
テ
ン

ツ
産
業
や
観
光
の
振
興
等
に
も
大
き
な
効
果

を
発
揮
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ニ
メ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
探
り
、
本
市
の

メ
デ
ィ
ア
芸
術
振
興
に
努
め
て
い
く
。

中
学
校
給
食
に
つ
い
て

問
　
モ
デ
ル
校
選
定
に
よ
る
デ
リ
バ

リ
ー
給
食
の
内
容
を
問
う
。

教
育
長
　
学
校
給
食
摂
取
基
準
に
基
づ
い
た

献
立
に
よ
る
デ
リ
バ
リ
ー
給
食
を
１
週
間
程
度

実
施
す
る
。
実
際
の
給
食
を
想
定
し
た
献
立
で
、

ご
は
ん
・
汁
物
は
温
か
い
状
態
で
提
供
す
る
。

実
施
後
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
お
い
し
い

給
食
の
実
現
に
向
け
た
検
証
を
進
め
る
。

防
災
に
つ
い
て

問
　
災
害
に
備
え
た
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

両
面
の
対
策
強
化
が
急
が
れ
る
。
地
域
防

災
力
を
強
化
す
る
た
め
の
気※

５

象
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
活
用
へ
の
見
解
を
問
う
。

市
長
　
専
門
的
知
見
の
活
用
は
防
災
対

策
を
進
め
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
り
、

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
も
そ

の
１
つ
と
し
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

環
境
政
策
に
つ
い
て

問
　「
ブ※

６

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」
に
よ
る
Ｃ
Ｏ

２
削
減
の
取
り
組
み
を
問
う
。

環
境
部
長
　
環
境
教
育
や
啓
発
活
動
の

視
点
か
ら
海
の
大
切
さ
や
環
境
保
全
分

野
を
学
ぶ
好
機
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
に
つ
い
て

問
　
介
護
人
材
不
足
の
解
消
の
た
め
の

施
策
展
開
に
係
る
体
制
構
築
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着

に
つ
な
が
る
よ
う
一
般
社
団
法
人
茅
ヶ

崎
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
協
議
会

と
の
連
携
を
深
め
、
各
事
業
者
の
取
り

組
み
を
後
押
し
し
て
い
く
。

市
立
病
院
に
つ
い
て

問
　
地
方
公
営
企
業
法
全
部
適
用
に
向
け
、

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
問
う
。

副
院
長
　
経
営
形
態
の
変
更
を
き
っ
か

け
に
、
経
営
に
対
す
る
病
院
全
体
の
意

識
を
高
め
て
経
営
改
善
に
つ
な
げ
、
地

域
の
基
幹
病
院
と
し
て
持
続
可
能
な
病

院
運
営
を
実
現
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問
　
３
回
目
接
種
の
見
通
し
と
、
小
児

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
見
解
及

び
対
応
方
針
を
問
う
。

市
長
　
早
期
か
つ
順
調
な
接
種
が
感
染
拡

大
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
接
種

計
画
や
接
種
券
の
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
大
幅
に
見
直
し
、
万
全
の
対
策
を
講

じ
つ
つ
接
種
を
加
速
化
し
、
希
望
者
が

早
期
に
接
種
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

財
務
部
長
　
小
児

用
ワ
ク
チ
ン
接
種
券

に
同
封
し
た
厚
労
省

作
成
の
チ
ラ
シ
に
記

載
さ
れ
て
い
る
予
防

接
種
の
効
果
と
副
反

応
の
リ
ス
ク
を
よ
く

未
来
創
生・

湘
風
ク
ラ
ブ

広瀬忠夫

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
市
政
に
つ
い
て

※５　気象防災アドバイザー…気象台での防災業務に係る部局の管理職経験等の要件を満たす気象庁退職者または気象予報士の資格を有する
者のうち気象庁から委嘱されるもので、地方公共団体の防災の現場で即戦力となる気象防災の専門家

※６　ブルーカーボン…国連環境計画（ＵＮＥＰ）が提示したＣＯ２吸収源対策の一つであり、海洋生態系に取り込まれた炭素のこと

チャイルドファーストのまち

迅速なワクチン接種に向けて
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活
用
し
た
Ｒ※

２

Ｐ
Ａ
の
活
用
範
囲
を
拡
大

す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
効
率
化
を
図
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
の
推
進
を

問
　
新
変
異
株
の
ま
ん
延
に
よ
る
医
療
体
制

逼ひ
っ
ぱ
く迫
へ
の
対
応
、
自
宅
療
養
者
へ
の
治
療
体

制
及
び
子
ど
も
の
感
染
に
よ
る
休
園
・
休
校

へ
の
対
応
を
問
う
。

市
長
　
保
健
所
の
積
極
的
疫
学
調
査
で
、
感

染
症
患
者
の
感
染
源
や
濃
厚
接
触
者
の
特
定
等

の
感
染
防
止
に
努
め
て
い
る
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
急
激
な
感
染
拡
大
に
伴
い
、
自
宅
療
養
者

の
健
康
観
察
な
ど
、
命
に
直
結
す
る
こ
と
を
最

優
先
に
患
者
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
。

保
健
所
副
所
長
　
医
療
体
制
逼
迫
へ
の
対

応
と
し
て
、
市
立
病
院
を
中
心
に
医
療

圏
を
越
え
た
医
療
提
供
体
制
を
確
保
し

な
が
ら
、
自
宅
療
養
者
の
健
康
観
察
や

往
診
を
医
師
会
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
委
託
す
る
な
ど
、
急
変
時
に

も
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

市
長
　
保
育
所
や
児
童
ク
ラ
ブ
で
感
染
者

が
発
生
し
た
場
合
、
必
要
最
低
限
の
休

園
、
休
所
に
と
ど
め
て
い
る
。

教
育
長
　
小
・
中
学
校
で
感
染
者
が
発
生

し
た
場
合
、
学
級
を
５
日
程
度
閉
鎖
し
、

感
染
拡
大
を
防
止
し
て
い
る
。

市
立
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

問
　
リ
バ
イ
バ
ル
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

成
果
と
課
題
及
び
経
営
形
態
変
更
へ
の

準
備
と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
リ
バ
イ
バ
ル
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
基
づ
く
経
営
改
善
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
課
題
も
あ
っ
た
が
、
一
定
の
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
認
識
し
て

い
る
。
経
営
形
態
の
変
更
に
向
け
て
は
、

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
す
る
ほ
か
、
変

化
す
る
医
療
環
境
へ
対
応
す
る
た
め
の

経
営
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

副
院
長
　
収
入
増
を
図
る
た
め
、
経
営

分
析
シ
ス
テ
ム
の
活
用
、
院
内
連
携
に
よ

る
治
療
等
の
行
程
見
直
し
、
地
域
連
携
強

化
の
た
め
の
診
療
所
訪
問
、
専
用
回
線
の

開
設
、
診
療
情
報
提
供
ス
キ
ー
ム
の
構
築

等
を
、
支
出
減
を
図
る
た
め
、
医
療
機
器

の
保
守
業
務
等
の
仕
様
の
見
直
し
、
電
力

供
給
事
業
者
決
定
方
法
の
変
更
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。
ま
た
、
経
営
形
態
変
更
に
よ

る
市
立
病
院
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
、
次
期
経
営
計
画
で

明
ら
か
に
し
て
い
く
。

デ※
３

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問
　
デ
ジ
タ
ル
社
会
実
現
に
向
け
た
デ

ジ
タ
ル
基
盤
整
備
の
取
り
組
み
及
び
人

材
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
新
た
な
生

活
様
式
へ
対
応
す
る
た
め
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
や
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
、

非
対
面
・
非
来
庁
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

推
進
し
て
き
た
。
次
期
地
域
情
報
化
計

画
は
、
よ
り
強
固
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
で
き
る
計
画
と
な
る
よ
う
策
定
す
る
。

ま
た
、
人
材
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て

は
、
国
の
推
進
計
画
や
社
会
情
勢
を
踏

ま
え
、
デ※

４

ジ
タ
ル
人
材
獲
得
に
力
点
を

置
い
た
採
用
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

子
育
て
・
教
育
に
つ
い
て

問
　
①
令
和
４
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
教
科
担
任
制
の
展
望
、
②
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
体
制
、
③
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
と
35
人
学
級
の
成
果
と

課
題
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
長
　
①
教
科
担
任
制
は
教
師
の
専

門
性
を
生
か
し
た
授
業
の
質
の
向
上
等

さ
ま
ざ
ま
な
利
点
が
あ
り
、
既
に
小
学

校
英
語
専
科
担
当
教
員
の
配
置
で
一
定

の
効
果
が
出
て
い
る
。
②
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
を
活
用
し
、
関
係
機
関
と
連
携

し
た
支
援
に
努
め
て
い
る
。
③
一
人
一

台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配
備
や
低
学
年

で
の
35
人
学
級
の
実
現
に
よ
り
、
教
員

が
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況

等
を
把
握
し
や
す
く
な
っ
た
。
学
校
教

育
の
在
り
方
が
変

わ
る
中
で
新
た
な

課
題
も
あ
る
が
、

学
び
の
充
実
に
向

け
、
各
学
校
の
取

り
組
み
を
支
援
し

て
い
く
。

ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て

問
　
令
和
４
年
４
月
か
ら
の
有
料
化
実

施
に
当
た
っ
て
の
課
題
と
対
策
を
問
う
。

市
長
　
市
民
や
事
業
者
へ
の
周
知
が
目

下
の
課
題
で
あ
り
、
説
明
会
や
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
発
行
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

と
媒
体
を
活
用
し
周
知
し
て
い
く
。

令
和
４
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

問
　
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
公
共

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
観
点
を
踏
ま
え
て
予

算
編
成
し
た
の
か
問
う
。

市
長
　
イ
ベ
ン
ト
や
啓
発
事
業
の
経
費

も
原
則
と
し
て
計
上
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

公
明
ち
が
さ
き

滝口友美

市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
た

施
策
実
現
へ

※２　RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）…人間が行うルーティン業務をロボットで自動化するツール
※３　デジタル・トランスフォーメーション…最新のデジタル技術を駆使して戦略やプロダクト、業務フローなどを変革させていくことを表す概念
※４　デジタル人材…デジタル・トランスフォーメーションの推進を担う多様な人材の総称

GIGAスクールで学ぶ光景

（4）

総
括
質
疑



後
を
見
据
え
「
今
、
何
を
す
る
べ
き
な

の
か
」
に
向
き
合
い
予
算
を
編
成
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
策

問
　
感
染
し
た
子
ど
も
を
自
宅
で
看
病

す
る
場
合
の
情
報
の
周
知
方
法
を
問
う
。

市
長
　
保
健
所
設
置
市
の
特
性
を
生
か
し
、

陽
性
と
な
っ
た
全
て
の
方
に
個
別
連
絡
を

行
っ
て
い
る
。
子
ど
も

の
感
染
時
に
は
保
護
者

の
方
に
連
絡
し
、
体
調

悪
化
時
の
緊
急
連
絡
先

や
健
康
観
察
等
の
情
報

提
供
の
他
、
子
ど
も
に

つ
い
て
の
相
談
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て

問
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
果
た
す
役
割
は
、

地
域
の
課
題
解
決
や
魅
力
向
上
を
進
め

て
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
、
地
方
創
生

に
つ
な
げ
る
上
で
大
変
大
き
い
も
の
で

あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
化

の
基
盤
を
作
る
の
か
問
う
。

市
長
　
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
全
て
の

活
動
を
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
良

い
方
向
へ
変
革
し
、
市
全
体
に
好
循
環
を
生

み
出
す
こ
と
が
本
市
の
進
め
る
べ
き
Ｄ
Ｘ
で

あ
る
。
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
新
し
い
ま
ち

に
変
革
す
る
決
意
で
取
り
組
む
。

問
　
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
経
済
効
果

を
含
め
た
Ｄ
Ｘ
戦
略
へ
の
見
解
を
問
う
。

経
済
部
長
　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致

を
図
る
上
で
も
非
常
に
好
機
と
捉
え
て
お
り
、

先
進
的
な
企
業
が
本
市
を
移
転
先
の
選
択
肢

と
す
る
追
い
風
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問
　
今
や
世
界
的
な
人
気
を
誇
る
ア
ニ

メ
分
野
に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
長
　
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す

る
メ
デ
ィ
ア
芸
術
は
、
優
れ
た
文
化
的
価
値

と
ブ
ラ
ン
ド
力
を
有
し
て
お
り
、
本
市
の
文

化
芸
術
面
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
コ
ン
テ
ン

ツ
産
業
や
観
光
の
振
興
等
に
も
大
き
な
効
果

を
発
揮
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ニ
メ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
探
り
、
本
市
の

メ
デ
ィ
ア
芸
術
振
興
に
努
め
て
い
く
。

中
学
校
給
食
に
つ
い
て

問
　
モ
デ
ル
校
選
定
に
よ
る
デ
リ
バ

リ
ー
給
食
の
内
容
を
問
う
。

教
育
長
　
学
校
給
食
摂
取
基
準
に
基
づ
い
た

献
立
に
よ
る
デ
リ
バ
リ
ー
給
食
を
１
週
間
程
度

実
施
す
る
。
実
際
の
給
食
を
想
定
し
た
献
立
で
、

ご
は
ん
・
汁
物
は
温
か
い
状
態
で
提
供
す
る
。

実
施
後
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
お
い
し
い

給
食
の
実
現
に
向
け
た
検
証
を
進
め
る
。

防
災
に
つ
い
て

問
　
災
害
に
備
え
た
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

両
面
の
対
策
強
化
が
急
が
れ
る
。
地
域
防

災
力
を
強
化
す
る
た
め
の
気※

５

象
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
活
用
へ
の
見
解
を
問
う
。

市
長
　
専
門
的
知
見
の
活
用
は
防
災
対

策
を
進
め
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
り
、

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
も
そ

の
１
つ
と
し
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

環
境
政
策
に
つ
い
て

問
　「
ブ※

６

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」
に
よ
る
Ｃ
Ｏ

２
削
減
の
取
り
組
み
を
問
う
。

環
境
部
長
　
環
境
教
育
や
啓
発
活
動
の

視
点
か
ら
海
の
大
切
さ
や
環
境
保
全
分

野
を
学
ぶ
好
機
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
に
つ
い
て

問
　
介
護
人
材
不
足
の
解
消
の
た
め
の

施
策
展
開
に
係
る
体
制
構
築
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着

に
つ
な
が
る
よ
う
一
般
社
団
法
人
茅
ヶ

崎
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
協
議
会

と
の
連
携
を
深
め
、
各
事
業
者
の
取
り

組
み
を
後
押
し
し
て
い
く
。

市
立
病
院
に
つ
い
て

問
　
地
方
公
営
企
業
法
全
部
適
用
に
向
け
、

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
問
う
。

副
院
長
　
経
営
形
態
の
変
更
を
き
っ
か

け
に
、
経
営
に
対
す
る
病
院
全
体
の
意

識
を
高
め
て
経
営
改
善
に
つ
な
げ
、
地

域
の
基
幹
病
院
と
し
て
持
続
可
能
な
病

院
運
営
を
実
現
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問
　
３
回
目
接
種
の
見
通
し
と
、
小
児

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
見
解
及

び
対
応
方
針
を
問
う
。

市
長
　
早
期
か
つ
順
調
な
接
種
が
感
染
拡

大
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
接
種

計
画
や
接
種
券
の
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
大
幅
に
見
直
し
、
万
全
の
対
策
を
講

じ
つ
つ
接
種
を
加
速
化
し
、
希
望
者
が

早
期
に
接
種
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

財
務
部
長
　
小
児

用
ワ
ク
チ
ン
接
種
券

に
同
封
し
た
厚
労
省

作
成
の
チ
ラ
シ
に
記

載
さ
れ
て
い
る
予
防

接
種
の
効
果
と
副
反

応
の
リ
ス
ク
を
よ
く

未
来
創
生・

湘
風
ク
ラ
ブ

広瀬忠夫

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
市
政
に
つ
い
て

※５　気象防災アドバイザー…気象台での防災業務に係る部局の管理職経験等の要件を満たす気象庁退職者または気象予報士の資格を有する
者のうち気象庁から委嘱されるもので、地方公共団体の防災の現場で即戦力となる気象防災の専門家

※６　ブルーカーボン…国連環境計画（ＵＮＥＰ）が提示したＣＯ２吸収源対策の一つであり、海洋生態系に取り込まれた炭素のこと

チャイルドファーストのまち

迅速なワクチン接種に向けて

（5）
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活
用
し
た
Ｒ※

２

Ｐ
Ａ
の
活
用
範
囲
を
拡
大

す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
効
率
化
を
図
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
の
推
進
を

問
　
新
変
異
株
の
ま
ん
延
に
よ
る
医
療
体
制

逼ひ
っ
ぱ
く迫

へ
の
対
応
、
自
宅
療
養
者
へ
の
治
療
体

制
及
び
子
ど
も
の
感
染
に
よ
る
休
園
・
休
校

へ
の
対
応
を
問
う
。

市
長
　
保
健
所
の
積
極
的
疫
学
調
査
で
、
感

染
症
患
者
の
感
染
源
や
濃
厚
接
触
者
の
特
定
等

の
感
染
防
止
に
努
め
て
い
る
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
急
激
な
感
染
拡
大
に
伴
い
、
自
宅
療
養
者

の
健
康
観
察
な
ど
、
命
に
直
結
す
る
こ
と
を
最

優
先
に
患
者
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
。

保
健
所
副
所
長
　
医
療
体
制
逼
迫
へ
の
対

応
と
し
て
、
市
立
病
院
を
中
心
に
医
療

圏
を
越
え
た
医
療
提
供
体
制
を
確
保
し

な
が
ら
、
自
宅
療
養
者
の
健
康
観
察
や

往
診
を
医
師
会
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
委
託
す
る
な
ど
、
急
変
時
に

も
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

市
長
　
保
育
所
や
児
童
ク
ラ
ブ
で
感
染
者

が
発
生
し
た
場
合
、
必
要
最
低
限
の
休

園
、
休
所
に
と
ど
め
て
い
る
。

教
育
長
　
小
・
中
学
校
で
感
染
者
が
発
生

し
た
場
合
、
学
級
を
５
日
程
度
閉
鎖
し
、

感
染
拡
大
を
防
止
し
て
い
る
。

市
立
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

問
　
リ
バ
イ
バ
ル
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

成
果
と
課
題
及
び
経
営
形
態
変
更
へ
の

準
備
と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
リ
バ
イ
バ
ル
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
基
づ
く
経
営
改
善
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
課
題
も
あ
っ
た
が
、
一
定
の
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
認
識
し
て

い
る
。
経
営
形
態
の
変
更
に
向
け
て
は
、

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
す
る
ほ
か
、
変

化
す
る
医
療
環
境
へ
対
応
す
る
た
め
の

経
営
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

副
院
長
　
収
入
増
を
図
る
た
め
、
経
営

分
析
シ
ス
テ
ム
の
活
用
、
院
内
連
携
に
よ

る
治
療
等
の
行
程
見
直
し
、
地
域
連
携
強

化
の
た
め
の
診
療
所
訪
問
、
専
用
回
線
の

開
設
、
診
療
情
報
提
供
ス
キ
ー
ム
の
構
築

等
を
、
支
出
減
を
図
る
た
め
、
医
療
機
器

の
保
守
業
務
等
の
仕
様
の
見
直
し
、
電
力

供
給
事
業
者
決
定
方
法
の
変
更
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。
ま
た
、
経
営
形
態
変
更
に
よ

る
市
立
病
院
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
、
次
期
経
営
計
画
で

明
ら
か
に
し
て
い
く
。

デ※
３

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問
　
デ
ジ
タ
ル
社
会
実
現
に
向
け
た
デ

ジ
タ
ル
基
盤
整
備
の
取
り
組
み
及
び
人

材
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
新
た
な
生

活
様
式
へ
対
応
す
る
た
め
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
や
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
、

非
対
面
・
非
来
庁
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

推
進
し
て
き
た
。
次
期
地
域
情
報
化
計

画
は
、
よ
り
強
固
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
で
き
る
計
画
と
な
る
よ
う
策
定
す
る
。

ま
た
、
人
材
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て

は
、
国
の
推
進
計
画
や
社
会
情
勢
を
踏

ま
え
、
デ※

４

ジ
タ
ル
人
材
獲
得
に
力
点
を

置
い
た
採
用
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

子
育
て
・
教
育
に
つ
い
て

問
　
①
令
和
４
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
教
科
担
任
制
の
展
望
、
②
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
体
制
、
③
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
と
35
人
学
級
の
成
果
と

課
題
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
長
　
①
教
科
担
任
制
は
教
師
の
専

門
性
を
生
か
し
た
授
業
の
質
の
向
上
等

さ
ま
ざ
ま
な
利
点
が
あ
り
、
既
に
小
学

校
英
語
専
科
担
当
教
員
の
配
置
で
一
定

の
効
果
が
出
て
い
る
。
②
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
を
活
用
し
、
関
係
機
関
と
連
携

し
た
支
援
に
努
め
て
い
る
。
③
一
人
一

台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配
備
や
低
学
年

で
の
35
人
学
級
の
実
現
に
よ
り
、
教
員

が
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況

等
を
把
握
し
や
す
く
な
っ
た
。
学
校
教

育
の
在
り
方
が
変

わ
る
中
で
新
た
な

課
題
も
あ
る
が
、

学
び
の
充
実
に
向

け
、
各
学
校
の
取

り
組
み
を
支
援
し

て
い
く
。

ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て

問
　
令
和
４
年
４
月
か
ら
の
有
料
化
実

施
に
当
た
っ
て
の
課
題
と
対
策
を
問
う
。

市
長
　
市
民
や
事
業
者
へ
の
周
知
が
目

下
の
課
題
で
あ
り
、
説
明
会
や
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
発
行
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

と
媒
体
を
活
用
し
周
知
し
て
い
く
。

令
和
４
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

問
　
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
公
共

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
観
点
を
踏
ま
え
て
予

算
編
成
し
た
の
か
問
う
。

市
長
　
イ
ベ
ン
ト
や
啓
発
事
業
の
経
費

も
原
則
と
し
て
計
上
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

公
明
ち
が
さ
き

滝口友美

市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
た

施
策
実
現
へ

※２　RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）…人間が行うルーティン業務をロボットで自動化するツール
※３　デジタル・トランスフォーメーション…最新のデジタル技術を駆使して戦略やプロダクト、業務フローなどを変革させていくことを表す概念
※４　デジタル人材…デジタル・トランスフォーメーションの推進を担う多様な人材の総称

GIGAスクールで学ぶ光景
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ご
み
の
有
料
化
導
入
に
つ
い
て

問
　
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
を
強

化
す
る
中
で
、
家
庭
な
ど
で
活
用
さ
れ

な
い
食
品
を
持
ち
寄
り
、
フ
ー
ド
バ
ン

ク
を
通
じ
て
食
の
支
援
が
必
要
な
方
に

届
け
る
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
活
動
が

広
が
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
層
深

刻
化
す
る
生
活
困
窮
者
等
に
対
す
る
社

会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
と
し
て

も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
学

校
給
食
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
食
材
に

つ
い
て
、
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
問
う
。

市
長
　
食
品
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
は
、
食
品
ロ
ス
削
減

に
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
「
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
活
動
」
は
、
有
効
な
取
り
組
み

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
集
め

ら
れ
た
食
品
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
等

を
通
じ
て
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
子

育
て
世
帯
へ
の
食
糧
支
援
と
し
て
子
ど

も
食
堂
へ
供
給
等
を
行
っ
て
お
り
、
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
市
民
に
提
供
さ

れ
て
い
る
。
今
後
も
先
進
市
等
を
参
考

に
し
、
寄
付
さ
れ
た
食
品
の
提
供
先
や

配
布
す
る
団
体
等
と
連
携
し
、
活
動
を

推
進
す
る
。
ま
た
、
学
校
給
食
で
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
食
材
の
活
用
に
つ
い
て

も
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

問
　
市
政
運
営
を
職
員
と
一
体
と
な
っ

て
突
き
進
む
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
問

う
。

市
長
　
令
和
４
年
度
は
、
こ
の
２
年
間

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
施
策

や
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
施
策
を
着
実

に
進
め
る
べ
く
、
①
コ
ロ
ナ
禍
の
教
訓

を
踏
ま
え
た
事
業
、
②
暮
ら
し
の
質
の

向
上
に
資
す
る
事
業
、
③
ま
ち
の
機
能

維
持
・
強
化
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
を

事
業
実
施
の
３
本
柱
と
し
て
掲
げ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
人
口
の
東

京
一
極
集
中
と
い
う
人
の
流
れ
に
変
化

が
見
ら
れ
、
本
市
に
と
っ
て
は
将
来
に

向
け
て
新
た
に
人
を
呼
び
込
む
転
機
と

な
っ
て
い
る
。
実
施
計
画
が
始
ま
る
令

和
５
年
度
か
ら
、
施
策
の
効
果
が
十
分

発
揮
で
き
る
よ
う
、
将
来
を
展
望
し
、

市
政
を
運
営
し
て
い
く
と
と
も
に
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
強
く
発
揮
し
、
全

力
を
注
い
で
い
く
。

小
児
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

問
　
令
和
４
年
度
も
時
限
的
助
成
は
継

続
と
な
っ
た
が
、
所
得
制
限
や
一
部
負

担
金
は
撤
廃
す
べ
き
と
考
え
る
。
県
の

制
度
拡
大
も
含
め
、
見
解
を
問
う
。

市
長
　
社
会
経
済
情
勢
が
不
透
明
で
あ

り
、
恒
久
的
な
事
業
実
施
は
慎
重
に
検

討
す
る
が
、
国
庫
補
助
制
度
創
設
や
県

の
補
助
率
拡
大
は
要
望
し
て
い
く
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

問
　
社
会
情
勢
の
変
化
で
生
じ
る
「
制

度
の
は
ざ
ま
の
課
題
」
や
「
複
合
課

題
」
を
抱
え
る
世
帯
へ
の
支
援
と
支
え

合
う
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
が
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
本
格
実
施
と
な
る
。

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
等
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
新
設
す
る
福
祉
総
合
相
談

担
当
内
の
情
報
共
有
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

関
係
機
関
と
の
相
談
対
応
基
準
や
地
域

団
体
と
の
実
践
事
例
等
の
共
有
が
課
題

で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
事
例
で
協
働
し
、

技
術
向
上
を
図
る
。
ま
た
、
福
祉
総
合

相
談
担
当
は
、
相
談
支
援
包
括
化
推
進

員
６
名
が
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
と
も
に

相
談
支
援
及
び
地
域
支
援
に
対
応
す
る
。

問
　
令
和
３
年
度
の
モ
デ
ル
事
業
で
の

相
談
実
績
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

福
祉
部
長
　
福
祉
政
策
課
で
継
続
対
応

し
た
相
談
は
50
件
で
、
令
和
４
年
１
月

末
時
点
で
18
件
が
終
結
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
事
業
と
連
携
し
た
相
談
は
９

件
で
、
う
ち
１
件
が
終
結
し
た
。
生
活

困
窮
者
の
相
談
は
長
期
化
の
傾
向
が
あ

り
、
時
間
を
か
け
、
寄
り
添
い
、
一
緒

に
解
決
策
を
探
す
技
術
が
必
要
で
あ
る
。

市
は
、
相
談
対
応
や
体

制
づ
く
り
に
一
義
的
な

責
任
を
負
う
が
、
地
域

団
体
等
の
協
力
を
得
て

事
業
を
進
め
て
い
く
。

小
・
中
学
校
の
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
活
用
状
況
と
評
価
に
つ
い
て

問
　
導
入
後
１
年
間
の
学
習
に
お
け
る

子
ど
も
や
教
職
員
等
の
評
価
及
び
個
人

の
習
熟
格
差
の
現
状
と
対
応
を
問
う
。

教
育
長
　
教
員
か
ら
は
、
授
業
で
の
活

用
は
難
し
く
な
く
子
ど
も
の
学
び
合
い

に
有
効
で
あ
る
と
の
声
を
聞
く
一
方
で
、

活
用
ス
キ
ル
の
格
差
が
生
じ
ぬ
よ
う
継

続
し
た
指
導
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

（福祉政策課のカウン
ター）相談窓口

日
本
共
産
党

茅
ヶ
崎
市
議
会

議
員
団

中野幸雄

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
応
援

す
る
施
策
を

点字版と録音版の
「議会だより」の発行
　目の不自由な方にも、
議会の活動を知っていた
だくため、点字版と録音版
（茅ヶ崎録音奉仕会の協
力で作成）の「議会だより」
を発行しています。利用を
希望される方は、議会事務
局までお問い合わせくだ
さい。
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理
解
い
た
だ
き
、
本
人
と
保
護
者
の
同
意
に

基
づ
き
接
種
す
る
よ
う
案
内
し
て
い
る
。
接

種
体
制
は
当
面
の
間
、
小
児
科
を
中
心
と
し

た
個
別
医
療
機
関
で
実
施
す
る
。

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

問
　
こ
の
間
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
り
組
み
の

点
検
・
評
価
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
度
は

ど
こ
に
力
点
を
置
き
展
開
す
る
の
か
問
う
。

市
長
　
保
育
料
や
保
険
料
事
務
な
ど
の
４

課
15
業
務
及
び
全
庁
共
通
の
財
務
事
務
に
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
対
象
業
務
を
拡
大
し
、
令
和
２
年
度

比
約
１
・
８
倍
の
削
減
時
間
を
見
込
み
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
は
対
象
手
続
が
約
１
・
８
倍

増
加
し
た
。
令
和
４
年
度
は
、
Ａ
Ｉ
チ※

７

ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
や
電
子
契
約
サ
ー
ビ
ス
、
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
議
事
録
作
成
等
の
導
入
を
予
定
し
、

市
民
や
事
業
者
の
利
便
性
向
上
と
内
部
事
務

の
効
率
化
に
よ
る
経
営
資
源
の
配
分
、
職
員

の
生
産
性
の
向
上
に
努
め
る
。

道
の
駅
の
令
和
７
年
度
開
設
に
向
け
た

整
備
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
本
事
業
に
対
す
る
市
民
の
関
心
と

期
待
は
非
常
に
高
い
。
開
設
延
期
の
間

に
変
化
し
た
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
重

要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

市
長
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
生
活
様
式
は

大
き
く
変
容
し
て
お
り
、
的
確
な
利
用
者

ニ
ー
ズ
の
把
握
は
、
多
く
の
方
に
愛
さ
れ
る

施
設
に
な
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
利
用
者

ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
意
見
等
を
整
備
運
営
事
業
者
募
集
時
に
民

間
業
者
と
共
有
す
る
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
整
備
に
向
け
て
活
用
し
て
い
く
。

農
業
の
振
興
策
と
支
援
に
つ
い
て

問
　
本
市
の
都
市
農
業
は
生
産
性
が
高
く
、

一
般
市
場
、
直
売
な
ど
多
様
な
販
売
も
行
わ
れ

て
い
る
大
事
な
基
幹
産
業
で
あ
る
。
意
欲
あ
る

農
家
に
対
す
る
支
援
策
と
今
後
の
見
解
を
問
う
。

市
長
　
担
い
手
の
確
保
が
最
重
要
課
題

で
あ
り
、
地
元
農
業
者
の
経
営
効
率
化

に
向
け
て
農
業
委
員
会
と
連
携
し
た
支

援
を
、
参
入
希
望
者
に
対
し
て
は
藤
沢

市
、
寒
川
町
と
の
２
市
１
町
で
連
携
し

た
支
援
を
し
て
い
る
。
担
い
手
支
援
に

よ
る
農
業
の
活
性
化
が
、
特
産
物
の
創

出
等
の
農
業
振
興
の
契
機
と
な
る
よ
う
、

農
業
経
営
者
と
の
連
携
を
密
に
し
、
農

業
の
健
全
な
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
。

中
学
校
給
食
の
実
現
へ
向
け
た
取
り
組

み
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
の
給
食
提
供
施

設
の
建
設
候
補
地
及
び
モ
デ
ル
事
業
で

の
保
護
者
や
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
総
務
部
長
　
安
全
か
つ
確
実
に
調

理
し
、
時
間
的
に
も
安
定
し
て
全
校
に

配
送
で
き
る
建
設
用
地
の
選
定
は
最
大

の
課
題
で
あ
る
。
積
極
的
に
情
報
収
集

し
、
既
存
市
有
地
の
活
用
等
も
継
続
し

て
検
討
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
今

後
の
貴
重
な
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
す
る
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問
　
子
育
て
世
代
の
転
入
者
増
の
分
析

結
果
及
び
令
和
４
年
度
の
施
策
を
問
う
。

市
長
　
本
市
が
積
み
重
ね
て
き
た
文
化
・

風
土
・
暮
ら
し
が
、
変
容
す
る
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
中
で
再
評
価
さ
れ
た
。
令
和
４

年
度
は
、
前
年
度
に
拡
充
し
た
情
報
発
信

手
段
を
活
用
し
、
よ
り
訴
求
力
の
高
い
情

報
発
信
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
感
染
状

況
に
注
意
し
つ
つ
、
本
市
を
訪
れ
る
機
会

の
創
出
を
検
討
す
る
。

全
て
の
市
民
の
生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
に
向
け
て

問
　
市
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
、
心
身
と
も
に
充
実
し
た
暮
ら
し
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
、
今
後
の
方
針
を
問
う
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
①
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

推
進
、
②
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
る

機
会
づ
く
り
、
③
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
広
げ

る
基
盤
づ
く
り
と
連
携
の
３
点
の
基
本
方

針
に
沿
っ
て
施
策
を
展
開
す
る
。

検
査
体
制
の
状
況
及
び
今
後
の
展
望
に

つ
い
て

問
　
本
市
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
対
応
等

は
、
他
自
治
体
と
比
べ
対
応
が
早
く
万

全
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
検
査
体
制
の

現
況
及
び
今
後
の
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
市
民
が
、
経
済
的
な
負
担
が
な
く

気
軽
に
検
査
が
で
き
る
体
制
の
構
築
は
理
想

的
で
あ
る
が
、
人
的
・
物
的
資
源
の
課
題
を

解
消
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

は
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
お
り
、

県
で
は
、
無
料
検
査
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

職
員
全
員
に
定
期
的
に
検
査
を
行
う
民
間
企

業
も
あ
る
。
県
や
民
間
企
業
が
実
施
す
る
検

査
を
市
民
に
活
用
い
た
だ
き
、
出
来
る
限
り

検
査
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
今

後
は
、
検
査
方
法
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
を

行
う
な
ど
、
関
係
機

関
と
協
力
し
、
国
や

県
、
民
間
企
業
の
動

向
に
注
視
し
つ
つ
、

引
き
続
き
感
染
拡
大

防
止
に
努
め
て
い
く
。

※７　チャットボット…「チャット（会話）」と「ボット（ロボット）」を組み合わせた言葉で、人工知能を活用し、テキストや音声を通じて自
動的に会話するプログラムのこと

新
政
ち
が
さ
き

岸  正 明

感
染
症
拡
大
防
止
策
に
つ
い
てワクチン接種しましょう
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ご
み
の
有
料
化
導
入
に
つ
い
て

問
　
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
を
強

化
す
る
中
で
、
家
庭
な
ど
で
活
用
さ
れ

な
い
食
品
を
持
ち
寄
り
、
フ
ー
ド
バ
ン

ク
を
通
じ
て
食
の
支
援
が
必
要
な
方
に

届
け
る
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
活
動
が

広
が
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
層
深

刻
化
す
る
生
活
困
窮
者
等
に
対
す
る
社

会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
と
し
て

も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
学

校
給
食
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
食
材
に

つ
い
て
、
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
問
う
。

市
長
　
食
品
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
は
、
食
品
ロ
ス
削
減

に
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
「
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
活
動
」
は
、
有
効
な
取
り
組
み

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
集
め

ら
れ
た
食
品
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
等

を
通
じ
て
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
子

育
て
世
帯
へ
の
食
糧
支
援
と
し
て
子
ど

も
食
堂
へ
供
給
等
を
行
っ
て
お
り
、
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
市
民
に
提
供
さ

れ
て
い
る
。
今
後
も
先
進
市
等
を
参
考

に
し
、
寄
付
さ
れ
た
食
品
の
提
供
先
や

配
布
す
る
団
体
等
と
連
携
し
、
活
動
を

推
進
す
る
。
ま
た
、
学
校
給
食
で
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
食
材
の
活
用
に
つ
い
て

も
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

問
　
市
政
運
営
を
職
員
と
一
体
と
な
っ

て
突
き
進
む
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
問

う
。

市
長
　
令
和
４
年
度
は
、
こ
の
２
年
間

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
施
策

や
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
施
策
を
着
実

に
進
め
る
べ
く
、
①
コ
ロ
ナ
禍
の
教
訓

を
踏
ま
え
た
事
業
、
②
暮
ら
し
の
質
の

向
上
に
資
す
る
事
業
、
③
ま
ち
の
機
能

維
持
・
強
化
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
を

事
業
実
施
の
３
本
柱
と
し
て
掲
げ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
人
口
の
東

京
一
極
集
中
と
い
う
人
の
流
れ
に
変
化

が
見
ら
れ
、
本
市
に
と
っ
て
は
将
来
に

向
け
て
新
た
に
人
を
呼
び
込
む
転
機
と

な
っ
て
い
る
。
実
施
計
画
が
始
ま
る
令

和
５
年
度
か
ら
、
施
策
の
効
果
が
十
分

発
揮
で
き
る
よ
う
、
将
来
を
展
望
し
、

市
政
を
運
営
し
て
い
く
と
と
も
に
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
強
く
発
揮
し
、
全

力
を
注
い
で
い
く
。

小
児
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

問
　
令
和
４
年
度
も
時
限
的
助
成
は
継

続
と
な
っ
た
が
、
所
得
制
限
や
一
部
負

担
金
は
撤
廃
す
べ
き
と
考
え
る
。
県
の

制
度
拡
大
も
含
め
、
見
解
を
問
う
。

市
長
　
社
会
経
済
情
勢
が
不
透
明
で
あ

り
、
恒
久
的
な
事
業
実
施
は
慎
重
に
検

討
す
る
が
、
国
庫
補
助
制
度
創
設
や
県

の
補
助
率
拡
大
は
要
望
し
て
い
く
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

問
　
社
会
情
勢
の
変
化
で
生
じ
る
「
制

度
の
は
ざ
ま
の
課
題
」
や
「
複
合
課

題
」
を
抱
え
る
世
帯
へ
の
支
援
と
支
え

合
う
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
が
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
本
格
実
施
と
な
る
。

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
等
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
新
設
す
る
福
祉
総
合
相
談

担
当
内
の
情
報
共
有
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

関
係
機
関
と
の
相
談
対
応
基
準
や
地
域

団
体
と
の
実
践
事
例
等
の
共
有
が
課
題

で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
事
例
で
協
働
し
、

技
術
向
上
を
図
る
。
ま
た
、
福
祉
総
合

相
談
担
当
は
、
相
談
支
援
包
括
化
推
進

員
６
名
が
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
と
も
に

相
談
支
援
及
び
地
域
支
援
に
対
応
す
る
。

問
　
令
和
３
年
度
の
モ
デ
ル
事
業
で
の

相
談
実
績
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

福
祉
部
長
　
福
祉
政
策
課
で
継
続
対
応

し
た
相
談
は
50
件
で
、
令
和
４
年
１
月

末
時
点
で
18
件
が
終
結
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
事
業
と
連
携
し
た
相
談
は
９

件
で
、
う
ち
１
件
が
終
結
し
た
。
生
活

困
窮
者
の
相
談
は
長
期
化
の
傾
向
が
あ

り
、
時
間
を
か
け
、
寄
り
添
い
、
一
緒

に
解
決
策
を
探
す
技
術
が
必
要
で
あ
る
。

市
は
、
相
談
対
応
や
体

制
づ
く
り
に
一
義
的
な

責
任
を
負
う
が
、
地
域

団
体
等
の
協
力
を
得
て

事
業
を
進
め
て
い
く
。

小
・
中
学
校
の
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
活
用
状
況
と
評
価
に
つ
い
て

問
　
導
入
後
１
年
間
の
学
習
に
お
け
る

子
ど
も
や
教
職
員
等
の
評
価
及
び
個
人

の
習
熟
格
差
の
現
状
と
対
応
を
問
う
。

教
育
長
　
教
員
か
ら
は
、
授
業
で
の
活

用
は
難
し
く
な
く
子
ど
も
の
学
び
合
い

に
有
効
で
あ
る
と
の
声
を
聞
く
一
方
で
、

活
用
ス
キ
ル
の
格
差
が
生
じ
ぬ
よ
う
継

続
し
た
指
導
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

（福祉政策課のカウン
ター）相談窓口

日
本
共
産
党

茅
ヶ
崎
市
議
会

議
員
団

中野幸雄

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
応
援

す
る
施
策
を

点字版と録音版の
「議会だより」の発行
　目の不自由な方にも、
議会の活動を知っていた
だくため、点字版と録音版
（茅ヶ崎録音奉仕会の協
力で作成）の「議会だより」
を発行しています。利用を
希望される方は、議会事務
局までお問い合わせくだ
さい。

（7）

総
括
質
疑

理
解
い
た
だ
き
、
本
人
と
保
護
者
の
同
意
に

基
づ
き
接
種
す
る
よ
う
案
内
し
て
い
る
。
接

種
体
制
は
当
面
の
間
、
小
児
科
を
中
心
と
し

た
個
別
医
療
機
関
で
実
施
す
る
。

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

問
　
こ
の
間
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
り
組
み
の

点
検
・
評
価
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
度
は

ど
こ
に
力
点
を
置
き
展
開
す
る
の
か
問
う
。

市
長
　
保
育
料
や
保
険
料
事
務
な
ど
の
４

課
15
業
務
及
び
全
庁
共
通
の
財
務
事
務
に
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
対
象
業
務
を
拡
大
し
、
令
和
２
年
度

比
約
１
・
８
倍
の
削
減
時
間
を
見
込
み
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
は
対
象
手
続
が
約
１
・
８
倍

増
加
し
た
。
令
和
４
年
度
は
、
Ａ
Ｉ
チ※

７

ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
や
電
子
契
約
サ
ー
ビ
ス
、
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
議
事
録
作
成
等
の
導
入
を
予
定
し
、

市
民
や
事
業
者
の
利
便
性
向
上
と
内
部
事
務

の
効
率
化
に
よ
る
経
営
資
源
の
配
分
、
職
員

の
生
産
性
の
向
上
に
努
め
る
。

道
の
駅
の
令
和
７
年
度
開
設
に
向
け
た

整
備
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
本
事
業
に
対
す
る
市
民
の
関
心
と

期
待
は
非
常
に
高
い
。
開
設
延
期
の
間

に
変
化
し
た
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
重

要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

市
長
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
生
活
様
式
は

大
き
く
変
容
し
て
お
り
、
的
確
な
利
用
者

ニ
ー
ズ
の
把
握
は
、
多
く
の
方
に
愛
さ
れ
る

施
設
に
な
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
利
用
者

ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
意
見
等
を
整
備
運
営
事
業
者
募
集
時
に
民

間
業
者
と
共
有
す
る
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
整
備
に
向
け
て
活
用
し
て
い
く
。

農
業
の
振
興
策
と
支
援
に
つ
い
て

問
　
本
市
の
都
市
農
業
は
生
産
性
が
高
く
、

一
般
市
場
、
直
売
な
ど
多
様
な
販
売
も
行
わ
れ

て
い
る
大
事
な
基
幹
産
業
で
あ
る
。
意
欲
あ
る

農
家
に
対
す
る
支
援
策
と
今
後
の
見
解
を
問
う
。

市
長
　
担
い
手
の
確
保
が
最
重
要
課
題

で
あ
り
、
地
元
農
業
者
の
経
営
効
率
化

に
向
け
て
農
業
委
員
会
と
連
携
し
た
支

援
を
、
参
入
希
望
者
に
対
し
て
は
藤
沢

市
、
寒
川
町
と
の
２
市
１
町
で
連
携
し

た
支
援
を
し
て
い
る
。
担
い
手
支
援
に

よ
る
農
業
の
活
性
化
が
、
特
産
物
の
創

出
等
の
農
業
振
興
の
契
機
と
な
る
よ
う
、

農
業
経
営
者
と
の
連
携
を
密
に
し
、
農

業
の
健
全
な
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
。

中
学
校
給
食
の
実
現
へ
向
け
た
取
り
組

み
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
の
給
食
提
供
施

設
の
建
設
候
補
地
及
び
モ
デ
ル
事
業
で

の
保
護
者
や
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
総
務
部
長
　
安
全
か
つ
確
実
に
調

理
し
、
時
間
的
に
も
安
定
し
て
全
校
に

配
送
で
き
る
建
設
用
地
の
選
定
は
最
大

の
課
題
で
あ
る
。
積
極
的
に
情
報
収
集

し
、
既
存
市
有
地
の
活
用
等
も
継
続
し

て
検
討
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
今

後
の
貴
重
な
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
す
る
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問
　
子
育
て
世
代
の
転
入
者
増
の
分
析

結
果
及
び
令
和
４
年
度
の
施
策
を
問
う
。

市
長
　
本
市
が
積
み
重
ね
て
き
た
文
化
・

風
土
・
暮
ら
し
が
、
変
容
す
る
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
中
で
再
評
価
さ
れ
た
。
令
和
４

年
度
は
、
前
年
度
に
拡
充
し
た
情
報
発
信

手
段
を
活
用
し
、
よ
り
訴
求
力
の
高
い
情

報
発
信
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
感
染
状

況
に
注
意
し
つ
つ
、
本
市
を
訪
れ
る
機
会

の
創
出
を
検
討
す
る
。

全
て
の
市
民
の
生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
に
向
け
て

問
　
市
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
、
心
身
と
も
に
充
実
し
た
暮
ら
し
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
、
今
後
の
方
針
を
問
う
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
①
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

推
進
、
②
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
る

機
会
づ
く
り
、
③
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
広
げ

る
基
盤
づ
く
り
と
連
携
の
３
点
の
基
本
方

針
に
沿
っ
て
施
策
を
展
開
す
る
。

検
査
体
制
の
状
況
及
び
今
後
の
展
望
に

つ
い
て

問
　
本
市
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
対
応
等

は
、
他
自
治
体
と
比
べ
対
応
が
早
く
万

全
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
検
査
体
制
の

現
況
及
び
今
後
の
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
市
民
が
、
経
済
的
な
負
担
が
な
く

気
軽
に
検
査
が
で
き
る
体
制
の
構
築
は
理
想

的
で
あ
る
が
、
人
的
・
物
的
資
源
の
課
題
を

解
消
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

は
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
お
り
、

県
で
は
、
無
料
検
査
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

職
員
全
員
に
定
期
的
に
検
査
を
行
う
民
間
企

業
も
あ
る
。
県
や
民
間
企
業
が
実
施
す
る
検

査
を
市
民
に
活
用
い
た
だ
き
、
出
来
る
限
り

検
査
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
今

後
は
、
検
査
方
法
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
を

行
う
な
ど
、
関
係
機

関
と
協
力
し
、
国
や

県
、
民
間
企
業
の
動

向
に
注
視
し
つ
つ
、

引
き
続
き
感
染
拡
大

防
止
に
努
め
て
い
く
。

※７　チャットボット…「チャット（会話）」と「ボット（ロボット）」を組み合わせた言葉で、人工知能を活用し、テキストや音声を通じて自
動的に会話するプログラムのこと

新
政
ち
が
さ
き

岸  正 明

感
染
症
拡
大
防
止
策
に
つ
い
てワクチン接種しましょう
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歳出
765億
5000万円

衛生費
96 億 9675万円

総務費
（予備費を含む）
84億 2210万円

土木費
（災害復旧費を含む）
58億 6618万円

公債費
58 億 7839万円

教育費
50 億 5526万円

消防費
31 億 4116万円

商工費
15 億 9581万円

議会費
３億 9468万円

労働費
2 億 2911万円

農林水産業費
2 億 5197万円

民生費
360 億
1859万円

【一般会計歳出内訳】

※諸収入等の内訳は、「諸収入、分担金及び負担金、財産収入、寄附金」です。	

歳入
765億
5000万円

市税
365 億 3121万円

諸収入等（※）

45 億 9982万円

使用料及び手数料
13 億 9711万円

繰越金
7 億 5000万円 繰入金

6 億 1360万円

国庫支出金
135 億 6438万円

県支出金
60 億 9816万円

各種交付金等
101 億 2002万円

市債
28 億 7570万円

	依存財源　 	自主財源

【一般会計歳入内訳】

令和４年度の一般会計予算及び６つの特別会計について、審議を行い、
全ての予算が原案のとおり可決されました。　　　　　　　　　　　　

令和4年度予算の概要
一般会計など７件を可決

※	万円未満は四捨五入しているため、合計額と一致しません。

区　　　　　分 令和4年度
予算額

令和3年度
予算額 対前年度比較

一 　 般 　 会 　 計 765億5000万円 729億9000万円 ４.９％増

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 226億8500万円 220億9000万円 ２.７％増

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 41億6200万円 38億5500万円 ８.０％増

介 護 保 険 事 業 177億300万円 169億3700万円 ４.５％増

公共用地先行取得事業 7009万円 7040万円 　△　０.４％減

小　　　　　　　計 446億2009万円 429億5240万円 ３.９％増
公
営
企
業
会
計

公共下水道事業 101億170万円 88億5900万円 １４.０％増

病 院 事 業 151億2873万円 138億3681万円 ９.３％増

小　　　　　　　計 252億3043万円 226億9581万円 １１.１％増

計 698億5052万円 656億4821万円 ６.４％増

合　　　　　　計 1464億52万円 1386億3821万円 ５.６％増

令
和
４
年
度
予
算
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重
層
的
支
援
体
制
に
つ
い
て

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
予
算
、

人
員
、
人
材
育
成
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
福
祉
相
談
室
の
相

談
機
能
を
統
合
し
、
属
性
を
問
わ
な
い

福
祉
に
関
す
る
相
談
に
対
応
す
る
。
財

源
は
廃
止
と
な
る
福
祉
相
談
室
の
予
算

及
び
創
設
さ
れ
た
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
交
付
金
を
活
用
し
て
い
く
。
こ

れ
に
よ
り
従
来
と
同
様
の
人
員
体
制
を

確
保
し
、
令
和
４
年
度
以
降
も
、
人
材

育
成
研
修
計
画
に
沿
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
対
応
で
き
る
ス
キ
ル
の
維
持
・

向
上
に
努
め
る
。
今
後
は
市
の
福
祉
総

合
相
談
担
当
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

市
民
の
相
談
窓
口
と
し
て
機
能
す
る
よ

う
取
り
組
む
。

生
活
困
窮
者
支
援
策
に
つ
い
て

問
　
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
た
ち
に

対
す
る
学
習
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

福
祉
部
長
　
令
和
３
年
度
は
一
年
を
通

し
て
「
い
こ
り
あ
（
茅
ヶ
崎
市
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）
」
に
て
子
ど

も
支
援
相
談
員
に
よ
る
き
め
細
や
か
な

授
業
を
実
施
し
、
参
加
し
た
中
学
生
19

名
の
う
ち
３
年
生
10
名
全
員
の
進
学
先

が
決
定
し
た
他
、
夏
期
講
習
や
冬
期
講

習
に
お
け
る
理
科
の
実
験
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
、
子
ど
も
た

ち
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
機
能
も
果
た
し
て
き
た
。

令
和
４
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
見
通
し

が
定
ま
ら
な
い
中
で
は
あ
る
が
、
感
染

状
況
に
よ
っ
て
は
、
郵
送
等
に
よ
る
添

削
型
授
業
の
実
施
や
、
地
域
で
活
動
し

て
い
る
学
習
支
援
団
体
と
の
連
携
に
よ

り
参
加
者
を
分
散
さ
せ

る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
ベ
ス
ト
な
状

況
に
応
じ
た
学
習
支
援
、

居
場
所
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問
　
今
後
の
経
営
戦
略
等
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
組
織
で
策
定
し
、
誰
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
の
か
、
新
た
な
経
営

立
て
直
し
の
シ
ス
テ
ム
を
問
う
。

副
院
長
　
令
和
５
年
度
よ
り
新
た
に
設

置
す
る
事
業
管
理
者
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
取
り
、
全
職
員
が
参
加
し
経
営
計

画
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
外
部
評
価

機
関
と
し
て
、
茅
ヶ
崎
市
立
病
院
運
営

協
議
会
に
病
院
経
営
に
精
通
し
た
学
識

者
を
迎
え
、
意
見
を
経
営
に
反
映
し
て

い
く
。

問
　
患
者
さ
ん
は
病
院
の
対
応
や
考
え

を
敏
感
に
察
知
し
、
失
望
す
れ
ば
他
の
病

院
を
選
ぶ
と
考
え
る
。
市
民
か
ら
「
選
ば

れ
る
病
院
」
に
な
る
た
め
の
、
目
指
す
ビ

ジ
ョ
ン
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
問
う
。

副
院
長
　
「
健
や
か
・
共
創
」
の
基
本

理
念
の
下
、

病
院
事
業
を

運
営
し
て
お

り
、
経
営
形

態
の
変
更
を

好
機
と
捉
え
、

選
ば
れ
る
病

院
と
し
て
原

点
に
立
ち
返

り
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
今
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
等
を
考
え
、
共
有
し
て
い
く
。

問
　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

状
況
の
把
握
と
進
捗
管
理
に
つ
い
て
、
市

と
し
て
の
決
意
を
問
う
。

企
画
部
長
　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
本
市
の
将

来
像
の
実
現
に
向
け
、
非
常
に
可
能
性

を
秘
め
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
Ｄ
Ｘ
を

着
実
に
推
進
し
て
い
く
上
で
、
取
り
組

み
状
況
を
随
時
把
握
し
、
課
題
が
あ
れ

ば
改
善
策
を
確
実
に
講
じ
、
個
別
の
取

り
組
み
に
止
ま
ら
ず
、
推
進
状
況
の
全

体
を
俯ふ

　か
ん瞰
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
の
目

標
は
、
あ
く
ま
で
も
業
務
効
率
化
と
市

民
の
利
便
性
向
上
を
図
り
、
持
続
的
に

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
あ
り
、
将
来
像
を
見
失
う
こ
と

な
く
、
現
在
積
極
的
に
導
入
し
て
い
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
職
員
が
し
っ
か
り
と
活
用
し
、

市
民
の
皆
様
に
も
そ
の
利
便
性
を
感
じ

て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
進
捗
を
管
理
し

な
が
ら
Ｄ
Ｘ
の
将
来

像
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

子どもたちの学びを支援

杉 本 啓 子
茅
ヶ
崎
市
立
病

院
の
経
営
形
態

の
変
更
に
つ
い
て

茅
ヶ
崎
市
Ｄ
Ｘ

推
進
に
つ
い
て

藤村優佳理

患者さん主体の病院へ

茅ヶ崎市ＤＸ推進方針

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

ち
が
さ
き
立
憲
ク
ラ
ブ

小磯妙子

藤本恵祐

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
す
る

市
民
へ
の
支
援
施
策
に
つ
い
て

（8）

総
括
質
疑



歳出
765億
5000万円

衛生費
96 億 9675万円

総務費
（予備費を含む）
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45 億 9982万円
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6 億 1360万円

国庫支出金
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60 億 9816万円

各種交付金等
101 億 2002万円
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28 億 7570万円
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【一般会計歳入内訳】

令和４年度の一般会計予算及び６つの特別会計について、審議を行い、
全ての予算が原案のとおり可決されました。　　　　　　　　　　　　

令和4年度予算の概要
一般会計など７件を可決

※	万円未満は四捨五入しているため、合計額と一致しません。

区　　　　　分 令和4年度
予算額

令和3年度
予算額 対前年度比較

一 　 般 　 会 　 計 765億5000万円 729億9000万円 ４.９％増

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 226億8500万円 220億9000万円 ２.７％増

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 41億6200万円 38億5500万円 ８.０％増

介 護 保 険 事 業 177億300万円 169億3700万円 ４.５％増

公共用地先行取得事業 7009万円 7040万円 　△　０.４％減

小　　　　　　　計 446億2009万円 429億5240万円 ３.９％増
公
営
企
業
会
計

公共下水道事業 101億170万円 88億5900万円 １４.０％増

病 院 事 業 151億2873万円 138億3681万円 ９.３％増

小　　　　　　　計 252億3043万円 226億9581万円 １１.１％増

計 698億5052万円 656億4821万円 ６.４％増

合　　　　　　計 1464億52万円 1386億3821万円 ５.６％増

令
和
４
年
度
予
算
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重
層
的
支
援
体
制
に
つ
い
て

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
予
算
、

人
員
、
人
材
育
成
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

令
和
４
年
４
月
か
ら
福
祉
相
談
室
の
相

談
機
能
を
統
合
し
、
属
性
を
問
わ
な
い

福
祉
に
関
す
る
相
談
に
対
応
す
る
。
財

源
は
廃
止
と
な
る
福
祉
相
談
室
の
予
算

及
び
創
設
さ
れ
た
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
交
付
金
を
活
用
し
て
い
く
。
こ

れ
に
よ
り
従
来
と
同
様
の
人
員
体
制
を

確
保
し
、
令
和
４
年
度
以
降
も
、
人
材

育
成
研
修
計
画
に
沿
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
対
応
で
き
る
ス
キ
ル
の
維
持
・

向
上
に
努
め
る
。
今
後
は
市
の
福
祉
総

合
相
談
担
当
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

市
民
の
相
談
窓
口
と
し
て
機
能
す
る
よ

う
取
り
組
む
。

生
活
困
窮
者
支
援
策
に
つ
い
て

問
　
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
た
ち
に

対
す
る
学
習
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

福
祉
部
長
　
令
和
３
年
度
は
一
年
を
通

し
て
「
い
こ
り
あ
（
茅
ヶ
崎
市
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）
」
に
て
子
ど

も
支
援
相
談
員
に
よ
る
き
め
細
や
か
な

授
業
を
実
施
し
、
参
加
し
た
中
学
生
19

名
の
う
ち
３
年
生
10
名
全
員
の
進
学
先

が
決
定
し
た
他
、
夏
期
講
習
や
冬
期
講

習
に
お
け
る
理
科
の
実
験
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
、
子
ど
も
た

ち
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
機
能
も
果
た
し
て
き
た
。

令
和
４
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
見
通
し

が
定
ま
ら
な
い
中
で
は
あ
る
が
、
感
染

状
況
に
よ
っ
て
は
、
郵
送
等
に
よ
る
添

削
型
授
業
の
実
施
や
、
地
域
で
活
動
し

て
い
る
学
習
支
援
団
体
と
の
連
携
に
よ

り
参
加
者
を
分
散
さ
せ

る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
ベ
ス
ト
な
状

況
に
応
じ
た
学
習
支
援
、

居
場
所
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問
　
今
後
の
経
営
戦
略
等
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
組
織
で
策
定
し
、
誰
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
の
か
、
新
た
な
経
営

立
て
直
し
の
シ
ス
テ
ム
を
問
う
。

副
院
長
　
令
和
５
年
度
よ
り
新
た
に
設

置
す
る
事
業
管
理
者
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
取
り
、
全
職
員
が
参
加
し
経
営
計

画
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
外
部
評
価

機
関
と
し
て
、
茅
ヶ
崎
市
立
病
院
運
営

協
議
会
に
病
院
経
営
に
精
通
し
た
学
識

者
を
迎
え
、
意
見
を
経
営
に
反
映
し
て

い
く
。

問
　
患
者
さ
ん
は
病
院
の
対
応
や
考
え

を
敏
感
に
察
知
し
、
失
望
す
れ
ば
他
の
病

院
を
選
ぶ
と
考
え
る
。
市
民
か
ら
「
選
ば

れ
る
病
院
」
に
な
る
た
め
の
、
目
指
す
ビ

ジ
ョ
ン
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
問
う
。

副
院
長
　
「
健
や
か
・
共
創
」
の
基
本

理
念
の
下
、

病
院
事
業
を

運
営
し
て
お

り
、
経
営
形

態
の
変
更
を

好
機
と
捉
え
、

選
ば
れ
る
病

院
と
し
て
原

点
に
立
ち
返

り
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
今
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
等
を
考
え
、
共
有
し
て
い
く
。

問
　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

状
況
の
把
握
と
進
捗
管
理
に
つ
い
て
、
市

と
し
て
の
決
意
を
問
う
。

企
画
部
長
　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
本
市
の
将

来
像
の
実
現
に
向
け
、
非
常
に
可
能
性

を
秘
め
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
Ｄ
Ｘ
を

着
実
に
推
進
し
て
い
く
上
で
、
取
り
組

み
状
況
を
随
時
把
握
し
、
課
題
が
あ
れ

ば
改
善
策
を
確
実
に
講
じ
、
個
別
の
取

り
組
み
に
止
ま
ら
ず
、
推
進
状
況
の
全

体
を
俯ふ

　か
ん瞰

的
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
の
目

標
は
、
あ
く
ま
で
も
業
務
効
率
化
と
市

民
の
利
便
性
向
上
を
図
り
、
持
続
的
に

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
あ
り
、
将
来
像
を
見
失
う
こ
と

な
く
、
現
在
積
極
的
に
導
入
し
て
い
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
職
員
が
し
っ
か
り
と
活
用
し
、

市
民
の
皆
様
に
も
そ
の
利
便
性
を
感
じ

て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
進
捗
を
管
理
し

な
が
ら
Ｄ
Ｘ
の
将
来

像
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

子どもたちの学びを支援

杉 本 啓 子
茅
ヶ
崎
市
立
病

院
の
経
営
形
態

の
変
更
に
つ
い
て

茅
ヶ
崎
市
Ｄ
Ｘ

推
進
に
つ
い
て

藤村優佳理

患者さん主体の病院へ

茅ヶ崎市ＤＸ推進方針

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

ち
が
さ
き
立
憲
ク
ラ
ブ

小磯妙子

藤本恵祐

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
す
る

市
民
へ
の
支
援
施
策
に
つ
い
て

（8）

総
括
質
疑



※６　スクールソーシャルワーカー…子ども本人と向き合うだけでなく、家庭や行政、福祉関係施設など、外部機関と連携しながら、子どもを取り巻く
　　　　　　　　　　　　　　　  環境を調整する人で社会福祉士や精神保健福祉士などが担うことが多い
※７　KPI…組織の目標を達成するための重要な業績評価の指標（重要業績評価指標）

問
　
子
ど
も
食
堂
へ
の
助
成
額
を
令

和
３
年
度
か
ら
倍
増
さ
せ
、
月
１
回
実

施
の
場
合
は
月
額
１
万
円
、
月
２
回
以

上
実
施
の
場
合
は
月
額
２
万
円
の
助
成

と
し
て
い
る
が
、
理
由
を
問
う
。

答
　
子
ど
も
食
堂
の
運
営
団
体
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
中
で
、運
営
に

当
た
っ
て
は
従
来
の
助
成
金
額
で
は

厳
し
い
と
の
声
が
あ
り
、少
し
で
も
支

援
を
強
化
す
る
た
め
助
成
金
額
を
増

額
し
た
。

問
　
ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
食
糧
支

援
の
内
容
を
問
う
。

答
　
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
約
１
６
０

０
世
帯
を
対
象
に
、米
５
キ
ロ
を
１
回
、

夏
休
み
前
の
７
月
頃
を
め
ど
に
支
援
す

る
。
令
和
４
年
度
か
ら
開
始
す
る
事
業

で
あ
る
が
、
で
き
る
限
り
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
　
地
域
支
え
合
い
推
進
員
の
活
動

内
容
を
問
う
。

答
　
推
進
員
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
在
宅
生
活
を
継
続

で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民
と
多
様
な
団

体
が
協
力
し
て
高
齢
者
の
日
常
の
困
り

事
を
解
決
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
る
。

問
　
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
今
ま
で
も
各
部
署
と
連
携
し
て
き
た

と
思
う
が
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
の

中
で
、
ど
の
よ
う
に
連
携
を
強
化
す
る

の
か
問
う
。

答
　
令
和
４
年
度
か
ら
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
す

る
が
、
今
ま
で
も
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
事
業
と
し
て
、
幅
広
く
出
産

前
か
ら
出
産
後
、
子
育
て
期
ま
で
切
れ

目
な
く
支
援
し
て
き
た
。
そ
の
つ
な
が

り
を
継
続
し
、
今
後
も
各
部
署
と
連
携

し
て
い
き
た
い
。

問
　
博
物
館
の
最
重
要
課
題
は
収
蔵

資
料
の
管
理
で
あ
る
。今
ま
で
集
積
し

た
収
蔵
資
料
の
管
理
を
本
施
設
が
核

と
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
が
、見
解
を

問
う
。

答
　
博
物
館
の
役
割
と
し
て
収
蔵
資

料
の
し
っ
か
り
と
し
た
保
管
、
次
世
代

へ
の
継
承
は
大
き
な
柱
で
あ
る
。
収
蔵

資
料
の
保
存
を
し
っ
か
り
と
図
る
と
と

も
に
、
単
に
保
存
す
る
だ
け
で
は
な
く

教
育
普
及
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
も
博

物
館
の
重
要
な
責
務
で
あ
る
。
収
蔵
資

料
の
保
管
及
び
活
用
と
い
う
博
物
館
の

役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

問
　
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
配
備・
運
営
経
費
の
内
容
を
問
う
。

答
　
令
和
３
年
度
か
ら
の
増
額
の
要

因
は
主
に
３
点
あ
る
。
１
点
目
は
、
１

人
１
台
端
末
の
修
繕
料
で
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
も
始
ま

る
こ
と
か
ら
、
端
末
の
破
損
を
想
定
し

52
台
分
を
計
上
し
た
。
２
点
目
は
、
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｓ（
授
業
目
的
公
衆
送
信

補
償
金
）
の
支
払
い
で
、
事
前
に
補
償

金
を
支
払
う
こ
と
で
、
教
員
の
端
末
か

ら
児
童
・
生
徒
の
端
末
に
著
作
権
の
あ

る
資
料
を
送
信
し
た
際
の
報
告
が
不
要

と
な
る
。
３
点
目
は
、ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
・

ス
ク
ー
ル
と
い
う
ア
プ
リ
の
使
用
料

で
、
令
和
３
年
度
は
負
担
額
な
し
で
活

用
で
き
た
が
、
ア
プ
リ
活
用
の
効
果
が

あ
っ
た
た
め
、
令
和
４
年
度
は
使
用
料

を
支
払
い
、
活
用
を
継
続
す
る
。

問
　
今
後
決
定
す
る
運
営
事
業
者
と

市
と
の
役
割
分
担
、
利
益
の
配
分
等
に

つ
い
て
見
解
を
問
う
。

答
　
道
の
駅
は
収
益
性
や
公
益
性
を

持
つ
地
域
振
興
施
設
で
あ
る
。
道
の
駅

で
は
農
産
物
や
飲
食
物
の
販
売
等
を
行

う
に
当
た
り
、
市
か
ら
運
営
事
業
者
に

指
定
管
理
料
を
支
払
う
こ
と
は
現
時
点

で
は
想
定
し
て
お
ら
ず
、
運
営
事
業
者

か
ら
売
上
げ
の
一
部
を
市
に
納
付
し
て

も
ら
う
仕
組
み
等
を
考
え
て
い
る
。

問
　
ご
み
袋
の
有
料
化
に
伴
っ
て
、
ご

み
の
減
量
化
が
課
題
と
な
る
。
有
料
化

の
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
ご
み
減
量
化

の
努
力
が
何
に
つ
な
が
る
の
か
を
周
知

徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
見
解

を
問
う
。

答
　
ご
み
袋
の
有
料
化
に
よ
り
約

25
％
の
ご
み
の
削
減
を
目
標
と
し
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
り
焼
却
残ざ

ん

渣さ

も
約
20
％

減
と
な
る
た
め
、
年
間
約
８
０
０
０
ト

ン
発
生
し
て
い
る
焼
却
残
渣
が
約
６
０

０
０
ト
ン
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

ご
み
袋
の
有
料
化
の
背
景
に
は
最
終
処

分
場
の
問
題
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
市

民
と
の
意
見
交
換
会
や
ご
み
有
料
化
に

関
す
る
説
明
会
に
お
い
て
も
説
明
し
て

い
る
。

問
　
ご
み
の
不
適
正
排
出
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
を
問
う
。

答
　
ご
み
袋
の
有
料
化
に
当
た
り
、
不

適
正
排
出
や
不
法
投
棄
が
懸
念
さ
れ

る
。
不
適
正
排
出
の
事
案
が
あ
る
場
所

は
、
戸
別
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
等

の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
。

令
和
４
年
度
予
算

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
事
業

ご
み
減
量
化
推
進
事
業

道
の
駅
整
備
推
進
事
業

（
仮
称
）
茅
ヶ
崎
市

歴
史
文
化
交
流
館
整
備
事
業

子
ど
も
未
来
応
援
基
金
活
用
事
業

予
算
特
別
委
員
会
に

お
け
る
主
な
質
疑
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令
和
４
年
度
予
算

ＡＩチャットボット利用推進事業
66万円

子ども未来応援基金活用事業
2332万円

重層的支援体制整備事業
5億2042万円

（仮称）茅ヶ崎市歴史文化交流館
整備事業
3億3982万円

ＧＩＧＡスクール構想事業
4391万円

デリバリー給食の実施に向けた
モデル事業
832万円

道の駅整備推進事業
2209万円

ごみ減量化推進事業
1億7560万円

本会議

　予算特別委員会委員長が審査結
果の報告を行い、報告に対する質
疑、討論の後、議会としての最終的
な意思決定（議決）を行います。

委員長報告・質疑・討論・採決
　予算特別委員会
（定数10人）で、付
託された予算案を審
査します。（４日間）

審査

　施政方針演説や予算案
などについて、各会派の代
表などが質疑を行います。

総括質疑
（代表質疑・個人質疑）

　市長が新年度の施政方
針演説と予算案などの提案
理由の説明をします。　

施政方針演説及び
予算案などの説明

委員会 本会議 本会議

令和 4 年度 主な事業

予算審議の流れ

ＡＩチャットボットを活用し、非対面・非来庁型の問い合わせ環境
を整備することで市民の利便性向上を図ります。

福祉総合相談担当を新設し、制度のはざまの課題や複合課題を
抱える世帯を地域全体で支援する体制を整備します。

教職員のＩＣＴを活用した指導力向上を図るとともに、学校図書
館の電算化に伴う利活用、家庭での端末活用を進めます。

令和７年度のオープンに向け、ＤＢＯ事業者を募集するとともに、国道
134号外改良工事やオリジナルブランドの展開等を進めます。

ごみ有料化に関する啓発活動、指定袋の安定供給及び販売店の
拡充を進めるとともに、不適正排出に対し必要な対策を講じます。

モデル校２校を対象に、デリバリー給食の試行及び生徒・保護者
へのアンケート調査を行い、実施に向けた課題分析を行います。

新しい博物館を開館し、市の自然や歴史・文化を知り学んでいただ
く事業を実施するとともに、文化資料館等からの収蔵資料の移転、
駐車場等の整備を進めます。

子ども未来応援基金を活用し、産後２週間及び産後１か月の産婦
健康診査費用の助成、子ども食堂への助成額の増額、ひとり親家
庭等への食糧支援などを実施します。
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※６　スクールソーシャルワーカー…子ども本人と向き合うだけでなく、家庭や行政、福祉関係施設など、外部機関と連携しながら、子どもを取り巻く
　　　　　　　　　　　　　　　  環境を調整する人で社会福祉士や精神保健福祉士などが担うことが多い
※７　KPI…組織の目標を達成するための重要な業績評価の指標（重要業績評価指標）

問
　
子
ど
も
食
堂
へ
の
助
成
額
を
令

和
３
年
度
か
ら
倍
増
さ
せ
、
月
１
回
実

施
の
場
合
は
月
額
１
万
円
、
月
２
回
以

上
実
施
の
場
合
は
月
額
２
万
円
の
助
成

と
し
て
い
る
が
、
理
由
を
問
う
。

答
　
子
ど
も
食
堂
の
運
営
団
体
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
中
で
、運
営
に

当
た
っ
て
は
従
来
の
助
成
金
額
で
は

厳
し
い
と
の
声
が
あ
り
、少
し
で
も
支

援
を
強
化
す
る
た
め
助
成
金
額
を
増

額
し
た
。

問
　
ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
食
糧
支

援
の
内
容
を
問
う
。

答
　
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
約
１
６
０

０
世
帯
を
対
象
に
、米
５
キ
ロ
を
１
回
、

夏
休
み
前
の
７
月
頃
を
め
ど
に
支
援
す

る
。
令
和
４
年
度
か
ら
開
始
す
る
事
業

で
あ
る
が
、
で
き
る
限
り
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
　
地
域
支
え
合
い
推
進
員
の
活
動

内
容
を
問
う
。

答
　
推
進
員
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
在
宅
生
活
を
継
続

で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民
と
多
様
な
団

体
が
協
力
し
て
高
齢
者
の
日
常
の
困
り

事
を
解
決
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
る
。

問
　
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
今
ま
で
も
各
部
署
と
連
携
し
て
き
た

と
思
う
が
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
の

中
で
、
ど
の
よ
う
に
連
携
を
強
化
す
る

の
か
問
う
。

答
　
令
和
４
年
度
か
ら
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
す

る
が
、
今
ま
で
も
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
事
業
と
し
て
、
幅
広
く
出
産

前
か
ら
出
産
後
、
子
育
て
期
ま
で
切
れ

目
な
く
支
援
し
て
き
た
。
そ
の
つ
な
が

り
を
継
続
し
、
今
後
も
各
部
署
と
連
携

し
て
い
き
た
い
。

問
　
博
物
館
の
最
重
要
課
題
は
収
蔵

資
料
の
管
理
で
あ
る
。今
ま
で
集
積
し

た
収
蔵
資
料
の
管
理
を
本
施
設
が
核

と
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
が
、見
解
を

問
う
。

答
　
博
物
館
の
役
割
と
し
て
収
蔵
資

料
の
し
っ
か
り
と
し
た
保
管
、
次
世
代

へ
の
継
承
は
大
き
な
柱
で
あ
る
。
収
蔵

資
料
の
保
存
を
し
っ
か
り
と
図
る
と
と

も
に
、
単
に
保
存
す
る
だ
け
で
は
な
く

教
育
普
及
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
も
博

物
館
の
重
要
な
責
務
で
あ
る
。
収
蔵
資

料
の
保
管
及
び
活
用
と
い
う
博
物
館
の

役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

問
　
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
配
備・
運
営
経
費
の
内
容
を
問
う
。

答
　
令
和
３
年
度
か
ら
の
増
額
の
要

因
は
主
に
３
点
あ
る
。
１
点
目
は
、
１

人
１
台
端
末
の
修
繕
料
で
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
も
始
ま

る
こ
と
か
ら
、
端
末
の
破
損
を
想
定
し

52
台
分
を
計
上
し
た
。
２
点
目
は
、
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｓ（
授
業
目
的
公
衆
送
信

補
償
金
）
の
支
払
い
で
、
事
前
に
補
償

金
を
支
払
う
こ
と
で
、
教
員
の
端
末
か

ら
児
童
・
生
徒
の
端
末
に
著
作
権
の
あ

る
資
料
を
送
信
し
た
際
の
報
告
が
不
要

と
な
る
。
３
点
目
は
、ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
・

ス
ク
ー
ル
と
い
う
ア
プ
リ
の
使
用
料

で
、
令
和
３
年
度
は
負
担
額
な
し
で
活

用
で
き
た
が
、
ア
プ
リ
活
用
の
効
果
が

あ
っ
た
た
め
、
令
和
４
年
度
は
使
用
料

を
支
払
い
、
活
用
を
継
続
す
る
。

問
　
今
後
決
定
す
る
運
営
事
業
者
と

市
と
の
役
割
分
担
、
利
益
の
配
分
等
に

つ
い
て
見
解
を
問
う
。

答
　
道
の
駅
は
収
益
性
や
公
益
性
を

持
つ
地
域
振
興
施
設
で
あ
る
。
道
の
駅

で
は
農
産
物
や
飲
食
物
の
販
売
等
を
行

う
に
当
た
り
、
市
か
ら
運
営
事
業
者
に

指
定
管
理
料
を
支
払
う
こ
と
は
現
時
点

で
は
想
定
し
て
お
ら
ず
、
運
営
事
業
者

か
ら
売
上
げ
の
一
部
を
市
に
納
付
し
て

も
ら
う
仕
組
み
等
を
考
え
て
い
る
。

問
　
ご
み
袋
の
有
料
化
に
伴
っ
て
、
ご

み
の
減
量
化
が
課
題
と
な
る
。
有
料
化

の
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
ご
み
減
量
化

の
努
力
が
何
に
つ
な
が
る
の
か
を
周
知

徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
見
解

を
問
う
。

答
　
ご
み
袋
の
有
料
化
に
よ
り
約

25
％
の
ご
み
の
削
減
を
目
標
と
し
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
り
焼
却
残ざ

ん

渣さ

も
約
20
％

減
と
な
る
た
め
、
年
間
約
８
０
０
０
ト

ン
発
生
し
て
い
る
焼
却
残
渣
が
約
６
０

０
０
ト
ン
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

ご
み
袋
の
有
料
化
の
背
景
に
は
最
終
処

分
場
の
問
題
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
市

民
と
の
意
見
交
換
会
や
ご
み
有
料
化
に

関
す
る
説
明
会
に
お
い
て
も
説
明
し
て

い
る
。

問
　
ご
み
の
不
適
正
排
出
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
を
問
う
。

答
　
ご
み
袋
の
有
料
化
に
当
た
り
、
不

適
正
排
出
や
不
法
投
棄
が
懸
念
さ
れ

る
。
不
適
正
排
出
の
事
案
が
あ
る
場
所

は
、
戸
別
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
等

の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
。

令
和
４
年
度
予
算

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
事
業

ご
み
減
量
化
推
進
事
業

道
の
駅
整
備
推
進
事
業

（
仮
称
）
茅
ヶ
崎
市

歴
史
文
化
交
流
館
整
備
事
業

子
ど
も
未
来
応
援
基
金
活
用
事
業

予
算
特
別
委
員
会
に

お
け
る
主
な
質
疑
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令
和
４
年
度
予
算

ＡＩチャットボット利用推進事業
66万円

子ども未来応援基金活用事業
2332万円

重層的支援体制整備事業
5億2042万円

（仮称）茅ヶ崎市歴史文化交流館
整備事業
3億3982万円

ＧＩＧＡスクール構想事業
4391万円

デリバリー給食の実施に向けた
モデル事業
832万円

道の駅整備推進事業
2209万円

ごみ減量化推進事業
1億7560万円

本会議

　予算特別委員会委員長が審査結
果の報告を行い、報告に対する質
疑、討論の後、議会としての最終的
な意思決定（議決）を行います。

委員長報告・質疑・討論・採決
　予算特別委員会
（定数10人）で、付
託された予算案を審
査します。（４日間）

審査

　施政方針演説や予算案
などについて、各会派の代
表などが質疑を行います。

総括質疑
（代表質疑・個人質疑）

　市長が新年度の施政方
針演説と予算案などの提案
理由の説明をします。　

施政方針演説及び
予算案などの説明

委員会 本会議 本会議

令和 4 年度 主な事業

予算審議の流れ

ＡＩチャットボットを活用し、非対面・非来庁型の問い合わせ環境
を整備することで市民の利便性向上を図ります。

福祉総合相談担当を新設し、制度のはざまの課題や複合課題を
抱える世帯を地域全体で支援する体制を整備します。

教職員のＩＣＴを活用した指導力向上を図るとともに、学校図書
館の電算化に伴う利活用、家庭での端末活用を進めます。

令和７年度のオープンに向け、ＤＢＯ事業者を募集するとともに、国道
134号外改良工事やオリジナルブランドの展開等を進めます。

ごみ有料化に関する啓発活動、指定袋の安定供給及び販売店の
拡充を進めるとともに、不適正排出に対し必要な対策を講じます。

モデル校２校を対象に、デリバリー給食の試行及び生徒・保護者
へのアンケート調査を行い、実施に向けた課題分析を行います。

新しい博物館を開館し、市の自然や歴史・文化を知り学んでいただ
く事業を実施するとともに、文化資料館等からの収蔵資料の移転、
駐車場等の整備を進めます。

子ども未来応援基金を活用し、産後２週間及び産後１か月の産婦
健康診査費用の助成、子ども食堂への助成額の増額、ひとり親家
庭等への食糧支援などを実施します。
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第
１
回
定
例
会
で
審
議
し
た
主
な
案
件

第 1 回定例会で審議した主な案件

まち・ひと・しごと創生総合戦略は今後、総合計画審議
会で議論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ14

緑のまちづくり基金積立金の増額や市道の舗装修繕
工事のための工事請負費等を増額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ15

５歳から11歳のワクチン接種及び３回目接種の実施
に向けて委託料を増額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ17

豊かな育児を目指すために各種事業費を増額 ・・・・ Ｐ16

【議案第 14号　茅ヶ崎市附属機関設置条例の一部を改正する条例】

【議案第１号　令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）所管部分】

【議案第１号　令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）所管部分】

【議案第１号　令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）所管部分】

【議案の概要】　茅ヶ崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略を茅ヶ崎市総合計画実施計画に統合することから、
　茅ヶ崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会を廃止するためのものです。

【主な事業費】　緑のまちづくり基金積立金（１４８万２０００円増。寄附金等を基金へ積み立てるため、積立金を増
　額するもの）、道路舗装修繕事業費（１億３４９３万１０００円増。国の補正予算を活用し、市道の舗
　装修繕工事を行うため、委託料及び工事請負費を増額するもの）

【主な事業費】　新型コロナウイルスワクチン接種事業費（１億５５１６万１０００円増。新型コロナウイルス感染症
　に係るワクチン接種の実施について、５歳から11 歳までの接種に要する経費のほか、３回目接種
　に伴う時間外加算等経費として、委託料を増額するもの）

【主な事業費】　民間保育所等運営事業費（３４６１万５000円増。市外保育所等の利用者増への対応及び国の
　　　　　　　予算を活用し、民間保育所に勤務する保育士等の処遇改善を実施するとともに、令和元年度の

　精算に伴う国庫支出金等の過配分を返還することに伴い、委託料等を増額するもの）、特別支援
　　　　　　　学級関係経費（１４４５万３000円増。鶴が台小学校に特別支援学級を設置するために工事請負

　費等を増額するもの）、学校施設整備事業費（１億３９３８万２000円増。茅ヶ崎小学校のトイレ改
　　　　　　　修工事及び浜之郷小学校の空調設備改修工事を行うため、工事請負費を増額するもの）、子ども
　　　　　　　未来応援基金積立金（１６１２万円増。寄附金等を基金へ積み立てるため、積立金を増額するもの）
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予
算
に
対
す
る
討
論

　まちぢから協議会への認定コミュニティ助成金及びまちぢから
協議会連絡会補助金について、まちぢから協議会が地域住民の課
題を把握し、地域を代表する団体として運営が適切なのか等、地域
コミュニティ制度自体の改善も含めた検証を続けるべきである。
また、各地区に市の職員が配置される中で、まちぢから協議会連絡
会が雇用する職員の人件費に約７００万円もの補助金を支出する
ことが適切なのか見極め、行政と協議会との関係や協議会への支
援のあり方について検証しつつ、事業を実施する必要がある。

　個人番号カード等交付事務管理経費について、マイナンバー
カードの交付に係る予算であり、昨年度より減額されているが、こ
れは国によるカード発行手続きの変更に伴うものである。令和４
年度もこれまで通り交付事業が実施されることから、本事業に反
対する。道の駅整備推進事業費について、令和４年度のＤＢＯ事業
者募集に伴い、さまざまな事業計画が寄せられることとなるが、特
に収益性は厳格に審査すべきである。収益が見込める計画がない
場合は、該当事業者なしとの判断も結論に含めるべきである。

　小児医療費助成事業について、所得制限と一部自己負担がある
のは、県内の政令市、特例市を除くと本市のみである。令和３年
度及び令和４年度のコロナ対策で時限的に撤廃としているが、今
後につなげていくよう強く要望する。
　コロナ禍により人々のマインドや生活は変化しつつある。経済
的、文化的格差は拡大し、人々の心は萎縮している一方、転入者
が増加し、新たな視線で課題に向けて動き出す力も見えてきてお
り、令和４年度予算はそれらが反映された予算だと評価する。

　まちぢから連絡協議会補助金７００万円については、同連絡会
が民間事業者との契約書もなく、民間情報誌を自治会が配ると請
け負った契約行為が適正なのか、また、自治会への事前説明もな
く自治会が配ることが決定され、住民一人一人の意思が尊重され
ているのか大きな問題であり、まちぢから協議会連絡会の在り方
を根本から明確に考え直すべきであり反対する。（杉本啓子議員）

　一般会計予算における行政改革の推進について、本市のＤＸ推
進方針に基づき、業務の効率化を進め、市民の利便性を高めてい
ることは評価する。ＤＸ関連事業に予算をかけることが、結果と
して経営資源の効率的な活用や、安全・安心な行政サービスにつ
ながると大いに期待する。国民健康保険事業特別会計予算におけ
る特定健康診査事業費は、40歳から 74歳までを対象とした健康
診査であるが、受診率は大変低い。受診する必要性を理解いただ
くことが大事であるが、関係部局のみの呼びかけでは限界もある
ため、自治会やまちぢから協議会等の団体と連携して、地域と行
政が一体となった健康事業の取り組みを強く望む。

　令和３年度より産後ケア事業として、産後のお母さんが心身の
休息をとり、子どもと安心して自宅で生活できるよう、助産師等
による専門的なサポートを受けられる事業を行っている。さらに、
令和４年度からの新規事業として産後健康診査事業が始まり、産
後のうつ予防や新生児への虐待予防等を図り、産後の初期段階に
おける母子に対する支援を強化し、妊娠期から子育て期に渡る切
れ目のない支援体制が整備されることは評価する。市長の公約の
一番目に子育て支援強化を掲げていることから、小児医療費助成
事業と産婦健康診査事業については、令和４年度に引き続き、令
和５年度も事業の継続を求める。

ちがさき立憲クラブ

共産党

新政ちがさき

会派に属さない議員

未来創生・湘風クラブ

公明ちがさき

私たちは、このような理由で

賛成しました／反対しました
　令和４年度の一般会計予算及び各特別会計予算
について、本会議での採決の前に各会派などが賛
成または反対を表明し、その理由を述べました。
主な内容は次のとおりです。

　総務費については、ＡＩチャットボットの利用促進やＲＰＡの
活用により効率的に業務を行い、市民サービスの向上を目指すこ
とは評価するが、市外から移住してきた若い世代に対して、さま
ざまな手段によるオンタイムの情報発信を心がけるよう求める。
衛生費については、感染者対応をしている保健所職員に対する柔
軟な応援体制をつくり、第７波以降の対応で、一部の職員に仕事
が偏ることがないよう求める。また、自宅療養者が増えても、市
民が安心して自宅療養ができる体制の提供を要望する。教育費の
小学校費及び中学校費については、1人１台タブレット端末が配
布され、令和４年度からオンライン学習が始まるが、他人にパス
ワードを教えない等の、ＩＣＴ機器を使用する上で必要な啓発を
行い、よりよい学習環境のための情報モラル指導により、いじめ
や犯罪に巻き込まれず、学校での学びを自宅でも継続できる体制
づくりを進めていくよう要望する。

　生涯学習推進事業については、このまちの人々の豊かな感性を
育み、学びを通して歴史を知り、愛情を持ち、未来を創造する力
を育む重要な事業である。コロナ禍で疲れている心を癒す、心の
醸成につながる重要な事業であり、予算が限られている中でも発
想の転換をして、この時期だからこそできることに取り組むこと
を要望する。衛生費については、ごみの有料化に伴い不安視され
る不法投棄、産業廃棄物の問題については、住民の要望に関わら
ず長年にわたり解決されず、さらなる不法投棄を招いている。市
民の安全・安心な生活環境を守るために県との連携強化、早急な
対応に取り組むことを強く要望する。子ども未来応援基金事業に
ついては、子どもの貧困対策や子どもを産み育てやすい環境整備
等を推進するために、社会全体で子どもを健全に育成する意識の
共有ができる環境づくりの促進に期待するとともに、寄附をいた
だいた方へ丁寧に報告し感謝の気持ちを伝え、信頼関係を育むこ
とを求める。

ちがさき自民クラブ

絆・新しい風

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

反 対

賛 成

賛 成

賛 成

令
和
４
年
度
予
算
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第
１
回
定
例
会
で
審
議
し
た
主
な
案
件

第 1 回定例会で審議した主な案件

まち・ひと・しごと創生総合戦略は今後、総合計画審議
会で議論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ14

緑のまちづくり基金積立金の増額や市道の舗装修繕
工事のための工事請負費等を増額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ15

５歳から11歳のワクチン接種及び３回目接種の実施
に向けて委託料を増額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ17

豊かな育児を目指すために各種事業費を増額 ・・・・ Ｐ16

【議案第 14号　茅ヶ崎市附属機関設置条例の一部を改正する条例】

【議案第１号　令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）所管部分】

【議案第１号　令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）所管部分】

【議案第１号　令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）所管部分】

【議案の概要】　茅ヶ崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略を茅ヶ崎市総合計画実施計画に統合することから、
　茅ヶ崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会を廃止するためのものです。

【主な事業費】　緑のまちづくり基金積立金（１４８万２０００円増。寄附金等を基金へ積み立てるため、積立金を増
　額するもの）、道路舗装修繕事業費（１億３４９３万１０００円増。国の補正予算を活用し、市道の舗
　装修繕工事を行うため、委託料及び工事請負費を増額するもの）

【主な事業費】　新型コロナウイルスワクチン接種事業費（１億５５１６万１０００円増。新型コロナウイルス感染症
　に係るワクチン接種の実施について、５歳から11 歳までの接種に要する経費のほか、３回目接種
　に伴う時間外加算等経費として、委託料を増額するもの）

【主な事業費】　民間保育所等運営事業費（３４６１万５000円増。市外保育所等の利用者増への対応及び国の
　　　　　　　予算を活用し、民間保育所に勤務する保育士等の処遇改善を実施するとともに、令和元年度の

　精算に伴う国庫支出金等の過配分を返還することに伴い、委託料等を増額するもの）、特別支援
　　　　　　　学級関係経費（１４４５万３000円増。鶴が台小学校に特別支援学級を設置するために工事請負

　費等を増額するもの）、学校施設整備事業費（１億３９３８万２000円増。茅ヶ崎小学校のトイレ改
　　　　　　　修工事及び浜之郷小学校の空調設備改修工事を行うため、工事請負費を増額するもの）、子ども
　　　　　　　未来応援基金積立金（１６１２万円増。寄附金等を基金へ積み立てるため、積立金を増額するもの）
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予
算
に
対
す
る
討
論

　まちぢから協議会への認定コミュニティ助成金及びまちぢから
協議会連絡会補助金について、まちぢから協議会が地域住民の課
題を把握し、地域を代表する団体として運営が適切なのか等、地域
コミュニティ制度自体の改善も含めた検証を続けるべきである。
また、各地区に市の職員が配置される中で、まちぢから協議会連絡
会が雇用する職員の人件費に約７００万円もの補助金を支出する
ことが適切なのか見極め、行政と協議会との関係や協議会への支
援のあり方について検証しつつ、事業を実施する必要がある。

　個人番号カード等交付事務管理経費について、マイナンバー
カードの交付に係る予算であり、昨年度より減額されているが、こ
れは国によるカード発行手続きの変更に伴うものである。令和４
年度もこれまで通り交付事業が実施されることから、本事業に反
対する。道の駅整備推進事業費について、令和４年度のＤＢＯ事業
者募集に伴い、さまざまな事業計画が寄せられることとなるが、特
に収益性は厳格に審査すべきである。収益が見込める計画がない
場合は、該当事業者なしとの判断も結論に含めるべきである。

　小児医療費助成事業について、所得制限と一部自己負担がある
のは、県内の政令市、特例市を除くと本市のみである。令和３年
度及び令和４年度のコロナ対策で時限的に撤廃としているが、今
後につなげていくよう強く要望する。
　コロナ禍により人々のマインドや生活は変化しつつある。経済
的、文化的格差は拡大し、人々の心は萎縮している一方、転入者
が増加し、新たな視線で課題に向けて動き出す力も見えてきてお
り、令和４年度予算はそれらが反映された予算だと評価する。

　まちぢから連絡協議会補助金７００万円については、同連絡会
が民間事業者との契約書もなく、民間情報誌を自治会が配ると請
け負った契約行為が適正なのか、また、自治会への事前説明もな
く自治会が配ることが決定され、住民一人一人の意思が尊重され
ているのか大きな問題であり、まちぢから協議会連絡会の在り方
を根本から明確に考え直すべきであり反対する。（杉本啓子議員）

　一般会計予算における行政改革の推進について、本市のＤＸ推
進方針に基づき、業務の効率化を進め、市民の利便性を高めてい
ることは評価する。ＤＸ関連事業に予算をかけることが、結果と
して経営資源の効率的な活用や、安全・安心な行政サービスにつ
ながると大いに期待する。国民健康保険事業特別会計予算におけ
る特定健康診査事業費は、40歳から 74歳までを対象とした健康
診査であるが、受診率は大変低い。受診する必要性を理解いただ
くことが大事であるが、関係部局のみの呼びかけでは限界もある
ため、自治会やまちぢから協議会等の団体と連携して、地域と行
政が一体となった健康事業の取り組みを強く望む。

　令和３年度より産後ケア事業として、産後のお母さんが心身の
休息をとり、子どもと安心して自宅で生活できるよう、助産師等
による専門的なサポートを受けられる事業を行っている。さらに、
令和４年度からの新規事業として産後健康診査事業が始まり、産
後のうつ予防や新生児への虐待予防等を図り、産後の初期段階に
おける母子に対する支援を強化し、妊娠期から子育て期に渡る切
れ目のない支援体制が整備されることは評価する。市長の公約の
一番目に子育て支援強化を掲げていることから、小児医療費助成
事業と産婦健康診査事業については、令和４年度に引き続き、令
和５年度も事業の継続を求める。

ちがさき立憲クラブ

共産党

新政ちがさき

会派に属さない議員

未来創生・湘風クラブ

公明ちがさき

私たちは、このような理由で

賛成しました／反対しました
　令和４年度の一般会計予算及び各特別会計予算
について、本会議での採決の前に各会派などが賛
成または反対を表明し、その理由を述べました。
主な内容は次のとおりです。

　総務費については、ＡＩチャットボットの利用促進やＲＰＡの
活用により効率的に業務を行い、市民サービスの向上を目指すこ
とは評価するが、市外から移住してきた若い世代に対して、さま
ざまな手段によるオンタイムの情報発信を心がけるよう求める。
衛生費については、感染者対応をしている保健所職員に対する柔
軟な応援体制をつくり、第７波以降の対応で、一部の職員に仕事
が偏ることがないよう求める。また、自宅療養者が増えても、市
民が安心して自宅療養ができる体制の提供を要望する。教育費の
小学校費及び中学校費については、1人１台タブレット端末が配
布され、令和４年度からオンライン学習が始まるが、他人にパス
ワードを教えない等の、ＩＣＴ機器を使用する上で必要な啓発を
行い、よりよい学習環境のための情報モラル指導により、いじめ
や犯罪に巻き込まれず、学校での学びを自宅でも継続できる体制
づくりを進めていくよう要望する。

　生涯学習推進事業については、このまちの人々の豊かな感性を
育み、学びを通して歴史を知り、愛情を持ち、未来を創造する力
を育む重要な事業である。コロナ禍で疲れている心を癒す、心の
醸成につながる重要な事業であり、予算が限られている中でも発
想の転換をして、この時期だからこそできることに取り組むこと
を要望する。衛生費については、ごみの有料化に伴い不安視され
る不法投棄、産業廃棄物の問題については、住民の要望に関わら
ず長年にわたり解決されず、さらなる不法投棄を招いている。市
民の安全・安心な生活環境を守るために県との連携強化、早急な
対応に取り組むことを強く要望する。子ども未来応援基金事業に
ついては、子どもの貧困対策や子どもを産み育てやすい環境整備
等を推進するために、社会全体で子どもを健全に育成する意識の
共有ができる環境づくりの促進に期待するとともに、寄附をいた
だいた方へ丁寧に報告し感謝の気持ちを伝え、信頼関係を育むこ
とを求める。

ちがさき自民クラブ

絆・新しい風

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

反 対

賛 成

賛 成

賛 成

令
和
４
年
度
予
算
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緑
の
ま
ち
づ
く
り
基
金
積
立
金（
１

４
８
万
２
０
０
０
円
増
。寄
附
金
等
を

基
金
へ
積
み
立
て
る
た
め
、積
立
金
を

増
額
す
る
も
の
）、道
路
舗
装
修
繕
事
業

費（
１
億
３
４
９
３
万
１
０
０
０
円
増
。

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、市
道
の
舗

装
修
繕
工
事
を
行
う
た
め
、委
託
料
及

び
工
事
請
負
費
を
増
額
す
る
も
の
）

問
　
令
和
３
年
度
の
緑
の
ま
ち
づ
く
り

基
金
積
立
金
の
総
額
を
伺
う
。

答
　
令
和
３
年
度
の
総
額
は
１
８
２
万

１
０
０
０
円
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
緑
の
ま
ち
づ
く
り
基
金
に
関
す

る
寄
附
金
と
市
の
積
立
金
の
内
訳
を

伺
う
。

答
　
ふ
る
さ
と
納
税
を
含
む
個
人
か
ら

の
寄
附
が
約
１
５
８
万
円
、事
業
者
か
ら

の
売
上
げ
の
一
部
寄
附
が
約
18
万
円
、

市
内
公
共
施
設
等
に
設
置
し
た
募
金
箱

へ
の
募
金
が
約
４
万
９
０
０
０
円
、口
座

の
基
金
利
子
が
約
１
万
２
０
０
０
円
、合

計
で
約
１
８
２
万
円
と
な
る
。市
に
よ
る

積
立
金
は
ゼ
ロ
円
で
あ
る
。

問
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、市
も

緑
の
ま
ち
づ
く
り
基
金
に
積
み
立
て

を
す
る
と
あ
る
が
、令
和
３
年
度
に
積

み
立
て
を
し
て
い
な
い
理
由
を
伺
う
。

答
　
過
去
に
積
み
立
て
て
い
た
時
期
も

あ
っ
た
が
、市
の
財
政
状
況
と
予
算
の
配

分
等
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、現

在
は
積
み
立
て
を
行
っ
て
い
な
い
。

問
　
道
路
舗
装
修
繕
事
業
費
に
つ
い

て
、主
な
修
繕
箇
所
を
伺
う
。

答
　
主
に
浜
竹
通
り
、桜
道
、大
岡
越

前
通
り
等
の
幹
線
道
路
な
ど
の
市
内
の

６
カ
所
で
傷
ん
だ
市
道
の
修
繕
を
予
定

し
て
い
る
。

　
道
路
占
用
料
の
額
の
最
低
額
の
下

限
を
新
た
に
定
め
、入
札
に
よ
り
道
路

を
占
用
す
る
者
を
決
定
で
き
る
こ
と

と
す
る
こ
と
に
よ
り
、占
用
料
収
入
の

増
加
を
図
る
も
の
で
す
。

問
　
本
条
例
改
正
の
目
的
で
あ
る
、市

内
11
カ
所
の
１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の

道
路
予
定
区
域
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答
　
市
保
健
所
西
側
に
位
置
す
る
新
国

道
線
の
浜
之
郷
地
区
に
つ
い
て
の
有
効
活

用
を
検
討
し
て
い
る
。周
辺
自
治
会
等
と

調
整
し
な
が
ら
道
路
予
定
区
域
利
用
計

画
案
を
作
成
し
、庁
内
の
関
係
部
局
で

構
成
す
る
検
討
会
で
計
画
内
容
を
確
定

す
る
。そ
の
後
、仕
様
書
を
作
成
し
、占

用
を
希
望
す
る
事
業
者
で
競
争
入
札
を

実
施
予
定
で
あ
る
。運
用
は
令
和
４
年

10
月
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

問
　
地
元
住
民
も
道
路
予
定
区
域
の

活
用
方
法
を
考
え
て
い
る
と
思
う
。市

の
想
定
し
て
い
る
活
用
方
法
を
伺
う
。

答
　
道
路
事
業
に
影
響
の
無
い
こ
と
を

前
提
に
し
て
お
り
、道
路
整
備
の
際
に
は

原
状
回
復
す
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
か

ら
、活
用
方
法
と
し
て
は
駐
車
場
や
広
告

塔
、看
板
の
設
置
を
想
定
し
て
い
る
。

　
本
委
員
会
は
、「
茅
ヶ
崎
の
魅
力
あ
る

資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
～
市
民

が
誇
れ
る
み
ど
り
と
景
観
の
形
成
へ
～
」

を
政
策
討
議
の
テ
ー
マ
と
し
、調
査
研
究

を
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
新
た

な
働
き
方
や
価
値
観
が
生
ま
れ
て
い
る

中
で
、新
た
な
需
要
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
茅
ヶ
崎
の
持
つ
み
ど
り・豊
か
な
自

然
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
創
出
し
、

持
続
可
能
な
市
政
運
営
に
つ
な
が
る
よ

う
政
策
提
言
を
目
指
し
て
い
ま
す
。市

内
北
部
及
び
南
部
エ
リ
ア
の
視
察
で
見

つ
け
た
課
題
等
を
踏
ま
え
、調
査
研
究

活
動
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
の
検

討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

主
な
事
業
費

 

議
案
の
概
要

 

主
な
質
疑

 

主
な
質
疑

市北部（清水谷）への視察の様子

緑のまちづくり基金積
立金の増額や市道の舗
装修繕工事のための工
事請負費等を増額
議案第１号　令和３年度茅ヶ
崎市一般会計補正予算（第
１１号）所管部分

都
市
経
済
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、議
案
13
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
と
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
小
川
　
裕
暉

副
委
員
長

　
木
山
　
耕
治

杉
本
　
啓
子

藤
本
　
恵
祐

山
田
　
悦
子

岩
田
は
る
み

山
﨑
　
広
子

委員会では
全会一致

道路を占用する
者の決定に入札
制度を導入
議案第２１号　茅ヶ崎
市道路占用料徴収条
例の一部を改正する
条例

委員会では
全会一致

委
員
会
の
活
動

政
策
討
議
に
関
わ
る
活
動
報
告

（15）

常
任
委
員
会
の
報
告

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
茅
ヶ
崎
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生

総
合
戦
略（
以
下
、「
創
生
総
合
戦
略
」

と
い
う
。）を
茅
ヶ
崎
市
総
合
計
画
実

施
計
画
に
統
合
す
る
こ
と
か
ら
、茅
ヶ

崎
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
審
議
会
を
廃
止
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

問
　
創
生
総
合
戦
略
審
議
会
の
議
論

の
内
容
は
、総
合
計
画
の
中
で
今
後
継

続
し
て
審
議
さ
れ
る
の
か
問
う
。

答
　
実
施
計
画
と
一
体
化
す
る
こ
と
で
、

創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
も
総
合
計
画

審
議
会
で
議
論
さ
れ
て
い
く
。

問
　
審
議
内
容
及
び
結
果
を
、メ
ン

バ
ー
の
異
な
る
総
合
計
画
審
議
会
へ
ど

の
よ
う
に
引
き
継
い
で
い
く
の
か
問
う
。

答
　
メ
ン
バ
ー
は
異
な
る
が
、選
出
母
体

が
同
一
の
方
も
お
り
、そ
の
側
面
で
は
引

き
継
が
れ
る
部
分
も
あ
る
。ま
た
、こ
れ

ま
で
の
審
議
は
議
事
録
と
し
て
残
し
て

お
り
、次
期
総
合
計
画
審
議
会
の
委
嘱

に
当
た
っ
て
は
、創
生
総
合
戦
略
の
視
点

も
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
議
論
の
概

略
を
説
明
し
て
い
く
。

問
　
本
議
案
提
出
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、

令
和
５
年
度
に
向
け
て
前
期
実
施
計

画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
が
関
連
し
て

い
る
と
推
察
す
る
が
、見
解
を
問
う
。

答
　
創
生
総
合
戦
略
の
第
２
期
策
定
に

当
た
り
、将
来
的
な
実
施
計
画
へ
の
統

合
は
記
述
し
て
い
た
。実
施
計
画
の
策

定
方
針
を
定
め
、作
業
が
始
ま
る
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
の
提
出
と
な
っ
た
。

問
　
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
こ

と
で
国
庫
補
助
を
得
て
い
た
。こ
れ
ま

で
の
創
生
総
合
戦
略
を
踏
襲
し
つ
つ
、

よ
り
実
践
に
即
し
た
計
画
を
練
る
意

図
は
あ
る
の
か
問
う
。

答
　
実
施
計
画
と
統
合
す
る
こ
と
で
創

生
総
合
戦
略
の
実
効
性
を
担
保
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
看
護
師
等
の
賃
金
改
善
を
目
的
と

す
る
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、茅
ヶ

崎
市
立
病
院
に
勤
務
す
る
職
員
の
う

ち
看
護
師
等
で
あ
る
者
の
給
与
の
額

を
引
き
上
げ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

問
　
国
は
、当
面
は
１
％
で
、段
階
的

に
３
％
ま
で
給
与
を
引
き
上
げ
る
と
し

て
い
る
。今
回
の
提
案
は
０・６
％
の
増

額
で
あ
る
が
、そ
の
根
拠
を
問
う
。

答
　
給
与
額
に
０・６
％
を
乗
じ
た
額
を

支
給
す
る
が
、連
動
す
る
各
種
手
当
等

の
単
価
の
増
額
分
を
加
味
す
る
と
、補

助
対
象
期
間
の
令
和
４
年
２
月
か
ら
９

月
ま
で
の
間
、総
額
１
％
相
当
の
引
き

上
げ
と
な
る
。

　
寒
川
町
の
消
防
業
務
に
関
す
る
事

務
の
受
託
に
伴
う
茅
ヶ
崎
市
消
防
署

の
組
織
再
編
に
よ
り
新
た
に
設
け
ら

れ
た
職
を
、職
員
の
職
務
の
級
の
分
類

の
基
準
と
な
る
べ
き
職
務
と
し
て
定
め

る
た
め
の
も
の
で
す
。

問
　
寒
川
町
と
茅
ヶ
崎
市
で
は
給
与
体

系
が
異
な
り
、年
代
に
よ
っ
て
は
差
が

生
じ
て
い
る
。調
整
し
た
結
果
、納
得

し
た
上
で
提
案
さ
れ
た
の
か
問
う
。

答
　
寒
川
町
の
方
が
給
与
が
高
い
年
代

も
あ
る
が
、
生
涯
賃
金
で
は
茅
ヶ
崎
市

の
方
が
高
い
。
寒
川
町
の
消
防
本
部
で

職
員
へ
説
明
し
、
理
解
を
得
て
い
る
。

市立病院看護
師の賃金改善

消防の広域化
に伴い職員の
職務級を調整 議案第27号　茅ヶ

崎市職員給与条例の
一部を改正する条例

議案第18号　茅ヶ
崎市職員給与条例の
一部を改正する条例

委員会では
全会一致

委員会では
全会一致

広域化で一体に

まち・ひと・しご
と創生総合戦略
は今後、総合計
画審議会で議論
議案第14号　茅ヶ崎
市附属機関設置条例
の一部を改正する条
例

総
務
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、議
案
11
件
を

審
査
し
ま
し
た
。主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
岸
　
　
正
明

副
委
員
長

　
阿
部
　
英
光

藤
村
優
佳
理

金
田
　
俊
信

水
島
　
誠
司

青
木
　
　
浩

柾
木
　
太
郎

 

主
な
質
疑

 

主
な
質
疑

 

主
な
質
疑

 

議
案
の
概
要

 

議
案
の
概
要

 

議
案
の
概
要

委員会では
全会一致

（14）



常
任
委
員
会
の
報
告

　
緑
の
ま
ち
づ
く
り
基
金
積
立
金（
１

４
８
万
２
０
０
０
円
増
。寄
附
金
等
を

基
金
へ
積
み
立
て
る
た
め
、積
立
金
を

増
額
す
る
も
の
）、道
路
舗
装
修
繕
事
業

費（
１
億
３
４
９
３
万
１
０
０
０
円
増
。

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、市
道
の
舗

装
修
繕
工
事
を
行
う
た
め
、委
託
料
及

び
工
事
請
負
費
を
増
額
す
る
も
の
）

問
　
令
和
３
年
度
の
緑
の
ま
ち
づ
く
り

基
金
積
立
金
の
総
額
を
伺
う
。

答
　
令
和
３
年
度
の
総
額
は
１
８
２
万

１
０
０
０
円
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
緑
の
ま
ち
づ
く
り
基
金
に
関
す

る
寄
附
金
と
市
の
積
立
金
の
内
訳
を

伺
う
。

答
　
ふ
る
さ
と
納
税
を
含
む
個
人
か
ら

の
寄
附
が
約
１
５
８
万
円
、事
業
者
か
ら

の
売
上
げ
の
一
部
寄
附
が
約
18
万
円
、

市
内
公
共
施
設
等
に
設
置
し
た
募
金
箱

へ
の
募
金
が
約
４
万
９
０
０
０
円
、口
座

の
基
金
利
子
が
約
１
万
２
０
０
０
円
、合

計
で
約
１
８
２
万
円
と
な
る
。市
に
よ
る

積
立
金
は
ゼ
ロ
円
で
あ
る
。

問
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、市
も

緑
の
ま
ち
づ
く
り
基
金
に
積
み
立
て

を
す
る
と
あ
る
が
、令
和
３
年
度
に
積

み
立
て
を
し
て
い
な
い
理
由
を
伺
う
。

答
　
過
去
に
積
み
立
て
て
い
た
時
期
も

あ
っ
た
が
、市
の
財
政
状
況
と
予
算
の
配

分
等
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、現

在
は
積
み
立
て
を
行
っ
て
い
な
い
。

問
　
道
路
舗
装
修
繕
事
業
費
に
つ
い

て
、主
な
修
繕
箇
所
を
伺
う
。

答
　
主
に
浜
竹
通
り
、桜
道
、大
岡
越

前
通
り
等
の
幹
線
道
路
な
ど
の
市
内
の

６
カ
所
で
傷
ん
だ
市
道
の
修
繕
を
予
定

し
て
い
る
。

　
道
路
占
用
料
の
額
の
最
低
額
の
下

限
を
新
た
に
定
め
、入
札
に
よ
り
道
路

を
占
用
す
る
者
を
決
定
で
き
る
こ
と

と
す
る
こ
と
に
よ
り
、占
用
料
収
入
の

増
加
を
図
る
も
の
で
す
。

問
　
本
条
例
改
正
の
目
的
で
あ
る
、市

内
11
カ
所
の
１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の

道
路
予
定
区
域
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答
　
市
保
健
所
西
側
に
位
置
す
る
新
国

道
線
の
浜
之
郷
地
区
に
つ
い
て
の
有
効
活

用
を
検
討
し
て
い
る
。周
辺
自
治
会
等
と

調
整
し
な
が
ら
道
路
予
定
区
域
利
用
計

画
案
を
作
成
し
、庁
内
の
関
係
部
局
で

構
成
す
る
検
討
会
で
計
画
内
容
を
確
定

す
る
。そ
の
後
、仕
様
書
を
作
成
し
、占

用
を
希
望
す
る
事
業
者
で
競
争
入
札
を

実
施
予
定
で
あ
る
。運
用
は
令
和
４
年

10
月
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

問
　
地
元
住
民
も
道
路
予
定
区
域
の

活
用
方
法
を
考
え
て
い
る
と
思
う
。市

の
想
定
し
て
い
る
活
用
方
法
を
伺
う
。

答
　
道
路
事
業
に
影
響
の
無
い
こ
と
を

前
提
に
し
て
お
り
、道
路
整
備
の
際
に
は

原
状
回
復
す
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
か

ら
、活
用
方
法
と
し
て
は
駐
車
場
や
広
告

塔
、看
板
の
設
置
を
想
定
し
て
い
る
。

　
本
委
員
会
は
、「
茅
ヶ
崎
の
魅
力
あ
る

資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
～
市
民

が
誇
れ
る
み
ど
り
と
景
観
の
形
成
へ
～
」

を
政
策
討
議
の
テ
ー
マ
と
し
、調
査
研
究

を
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
新
た

な
働
き
方
や
価
値
観
が
生
ま
れ
て
い
る

中
で
、新
た
な
需
要
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
茅
ヶ
崎
の
持
つ
み
ど
り・豊
か
な
自

然
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
創
出
し
、

持
続
可
能
な
市
政
運
営
に
つ
な
が
る
よ

う
政
策
提
言
を
目
指
し
て
い
ま
す
。市

内
北
部
及
び
南
部
エ
リ
ア
の
視
察
で
見

つ
け
た
課
題
等
を
踏
ま
え
、調
査
研
究

活
動
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
の
検

討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

主
な
事
業
費

 

議
案
の
概
要

 

主
な
質
疑

 

主
な
質
疑

市北部（清水谷）への視察の様子

緑のまちづくり基金積
立金の増額や市道の舗
装修繕工事のための工
事請負費等を増額
議案第１号　令和３年度茅ヶ
崎市一般会計補正予算（第
１１号）所管部分

都
市
経
済
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、議
案
13
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
と
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
小
川
　
裕
暉

副
委
員
長

　
木
山
　
耕
治

杉
本
　
啓
子

藤
本
　
恵
祐

山
田
　
悦
子

岩
田
は
る
み

山
﨑
　
広
子

委員会では
全会一致

道路を占用する
者の決定に入札
制度を導入
議案第２１号　茅ヶ崎
市道路占用料徴収条
例の一部を改正する
条例

委員会では
全会一致

委
員
会
の
活
動

政
策
討
議
に
関
わ
る
活
動
報
告

（15）

常
任
委
員
会
の
報
告

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
茅
ヶ
崎
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生

総
合
戦
略（
以
下
、「
創
生
総
合
戦
略
」

と
い
う
。）を
茅
ヶ
崎
市
総
合
計
画
実

施
計
画
に
統
合
す
る
こ
と
か
ら
、茅
ヶ

崎
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
審
議
会
を
廃
止
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

問
　
創
生
総
合
戦
略
審
議
会
の
議
論

の
内
容
は
、総
合
計
画
の
中
で
今
後
継

続
し
て
審
議
さ
れ
る
の
か
問
う
。

答
　
実
施
計
画
と
一
体
化
す
る
こ
と
で
、

創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
も
総
合
計
画

審
議
会
で
議
論
さ
れ
て
い
く
。

問
　
審
議
内
容
及
び
結
果
を
、メ
ン

バ
ー
の
異
な
る
総
合
計
画
審
議
会
へ
ど

の
よ
う
に
引
き
継
い
で
い
く
の
か
問
う
。

答
　
メ
ン
バ
ー
は
異
な
る
が
、選
出
母
体

が
同
一
の
方
も
お
り
、そ
の
側
面
で
は
引

き
継
が
れ
る
部
分
も
あ
る
。ま
た
、こ
れ

ま
で
の
審
議
は
議
事
録
と
し
て
残
し
て

お
り
、次
期
総
合
計
画
審
議
会
の
委
嘱

に
当
た
っ
て
は
、創
生
総
合
戦
略
の
視
点

も
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
議
論
の
概

略
を
説
明
し
て
い
く
。

問
　
本
議
案
提
出
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、

令
和
５
年
度
に
向
け
て
前
期
実
施
計

画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
が
関
連
し
て

い
る
と
推
察
す
る
が
、見
解
を
問
う
。

答
　
創
生
総
合
戦
略
の
第
２
期
策
定
に

当
た
り
、将
来
的
な
実
施
計
画
へ
の
統

合
は
記
述
し
て
い
た
。実
施
計
画
の
策

定
方
針
を
定
め
、作
業
が
始
ま
る
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
の
提
出
と
な
っ
た
。

問
　
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
こ

と
で
国
庫
補
助
を
得
て
い
た
。こ
れ
ま

で
の
創
生
総
合
戦
略
を
踏
襲
し
つ
つ
、

よ
り
実
践
に
即
し
た
計
画
を
練
る
意

図
は
あ
る
の
か
問
う
。

答
　
実
施
計
画
と
統
合
す
る
こ
と
で
創

生
総
合
戦
略
の
実
効
性
を
担
保
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
看
護
師
等
の
賃
金
改
善
を
目
的
と

す
る
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、茅
ヶ

崎
市
立
病
院
に
勤
務
す
る
職
員
の
う

ち
看
護
師
等
で
あ
る
者
の
給
与
の
額

を
引
き
上
げ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

問
　
国
は
、当
面
は
１
％
で
、段
階
的

に
３
％
ま
で
給
与
を
引
き
上
げ
る
と
し

て
い
る
。今
回
の
提
案
は
０・６
％
の
増

額
で
あ
る
が
、そ
の
根
拠
を
問
う
。

答
　
給
与
額
に
０・６
％
を
乗
じ
た
額
を

支
給
す
る
が
、連
動
す
る
各
種
手
当
等

の
単
価
の
増
額
分
を
加
味
す
る
と
、補

助
対
象
期
間
の
令
和
４
年
２
月
か
ら
９

月
ま
で
の
間
、総
額
１
％
相
当
の
引
き

上
げ
と
な
る
。

　
寒
川
町
の
消
防
業
務
に
関
す
る
事

務
の
受
託
に
伴
う
茅
ヶ
崎
市
消
防
署

の
組
織
再
編
に
よ
り
新
た
に
設
け
ら

れ
た
職
を
、職
員
の
職
務
の
級
の
分
類

の
基
準
と
な
る
べ
き
職
務
と
し
て
定
め

る
た
め
の
も
の
で
す
。

問
　
寒
川
町
と
茅
ヶ
崎
市
で
は
給
与
体

系
が
異
な
り
、年
代
に
よ
っ
て
は
差
が

生
じ
て
い
る
。調
整
し
た
結
果
、納
得

し
た
上
で
提
案
さ
れ
た
の
か
問
う
。

答
　
寒
川
町
の
方
が
給
与
が
高
い
年
代

も
あ
る
が
、
生
涯
賃
金
で
は
茅
ヶ
崎
市

の
方
が
高
い
。
寒
川
町
の
消
防
本
部
で

職
員
へ
説
明
し
、
理
解
を
得
て
い
る
。

市立病院看護
師の賃金改善

消防の広域化
に伴い職員の
職務級を調整 議案第27号　茅ヶ

崎市職員給与条例の
一部を改正する条例

議案第18号　茅ヶ
崎市職員給与条例の
一部を改正する条例

委員会では
全会一致

委員会では
全会一致

広域化で一体に

まち・ひと・しご
と創生総合戦略
は今後、総合計
画審議会で議論
議案第14号　茅ヶ崎
市附属機関設置条例
の一部を改正する条
例

総
務
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、議
案
11
件
を

審
査
し
ま
し
た
。主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
岸
　
　
正
明

副
委
員
長

　
阿
部
　
英
光

藤
村
優
佳
理

金
田
　
俊
信

水
島
　
誠
司

青
木
　
　
浩

柾
木
　
太
郎

 

主
な
質
疑

 

主
な
質
疑

 

主
な
質
疑

 

議
案
の
概
要

 

議
案
の
概
要

 

議
案
の
概
要

委員会では
全会一致

（14）



常
任
委
員
会
の
報
告

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
費
（
１
億
５
５
１
６
万
１

０
０
０
円
増
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

実
施
に
つ
い
て
、
５
歳
か
ら
11
歳
ま

で
の
接
種
に
要
す
る
経
費
の
ほ
か
、

３
回
目
接
種
に
伴
う
時
間
外
加
算
等

の
経
費
と
し
て
、
委
託
料
を
増
額
す

る
も
の
）

問
　
小
児
接
種
を
考
え
て
い
る
保
護

者
へ
の
説
明
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
手
元

に
届
く
接
種
券
に
同
封
さ
れ
て
い
る

案
内
を
確
認
し
、
予
防
接
種
の
効
果

と
副
反
応
の
リ
ス
ク
の
双
方
を
理
解

し
た
上
で
接
種
を
受
け
る
か
検
討
い

た
だ
く
よ
う
周
知
し
て
い
る
。

問
　
小
児
接
種
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
へ
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
今
回
は
市
の
集
団
接
種
と
し
て
行

わ
ず
、個
別
医
療
機
関
で
の
接
種
を
検

討
し
て
い
る
。ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョッ

ク
等
に
つ
い
て
は
事
前
に
医
療
機
関
等
に

必
要
な
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

問
　
３
回
目
接
種
を
迅
速
化
し
て
い

く
方
向
性
は
あ
る
か
問
う
。

答
　
国
で
は
当
初
、
２
回
目
接
種
か
ら

８
カ
月
、
医
療
従
事
者
等
は
６
カ
月
経

過
し
た
方
か
ら
の
接
種
を
原
則
と
し
て

い
た
が
、
現
在
は
６
カ
月
と
示
さ
れ
て

い
る
。
高
齢
者
は
約
２
万
人
、
64
歳
以

下
は
約
４
万
人
に
個
別
で
予
約
接
種
可

能
日
の
前
倒
し
の
は
が
き
を
送
り
、
対

応
を
検
討
し
て
い
る
。

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
い
、
未
就
学
児
に
係
る
被
保
険

者
均
等
割
保
険
料
を
減
額
す
る
も
の

で
す
。

問
　
本
市
の
対
象
者
数
を
問
う
。

答
　
令
和
３
年
４
月
時
点
で
、
国
民
健

康
保
険
世
帯
の
未
就
学
児
は
１
１
０
０

人
程
度
と
推
計
し
て
い
る
。

問
　
国
、
県
、
市
で
決
め
ら
れ
た
基

準
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
、
本
市
の
負
担
額
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
国
が
２
分
の
１
、
県
及
び
市
が
４

分
の
１
と
な
り
、
市
の
負
担
は
２
〜

３
０
０
万
円
程
度
と
考
え
て
い
る
。

問
　
周
知
の
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
申
請
は
不
要
で
あ
り
、
該
当
の

方
に
は
軽
減
し
た
保
険
料
額
を
提
示

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
は

あ
る
が
、
制
度
自
体
の
周
知
に
つ
い

て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
今
期
の
環
境
厚
生
常
任
委
員
会
の
政

策
討
議
の
テ
ー
マ「
誰
も
が
安
心
し
て
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
〜
持
続
可
能

な
地
域
福
祉
に
向
け
て
〜
」の
調
査・研

究
の
た
め
、一
般
社
団
法
人
茅
ヶ
崎
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
協
議
会
と
の
意

見
交
換
会
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
実
施
し
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
者
間
に
お
け
る
情

報
共
有
の
手
段
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
メ

リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
一
方
で
、介
護
サ
ー
ビ
ス

は
利
用
者
と
会
う
こ
と
が
大
切
な
た
め
、

い
ま
だ
に
課
題
が
あ
る
こ
と
や
、本
市
の

強
み
で
あ
る
多
職
種
連
携
等
に
つ
い
て
の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、少
し

の
手
助
け
が
あ
れ
ば
自
立
で
き
る
環
境

を
つ
く
って
い
く
こ
と
や
、サ
ー
ビ
ス
の
担
い

手
と
し
て
若
い
世
代
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を

共
通
で
認
識
で
き
、大
変
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
政
策
提
言

に
向
け
、先
進
事
例
等
の
研
究
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

 

主
な
質
疑

 

主
な
事
業
費

 

議
案
の
概
要

 

主
な
質
疑

ＺＯＯＭによる意見交換会

委員会では
賛成４
反対１

５歳から11歳の
ワクチン接種及
び３回目接種の
実施に向けて委
託料を増額

子育て世帯の
経済的負担が
軽減

議案第１号　令和３年度
茅ヶ崎市一般会計補正
予算（第11号）所管部分

議案第20号　茅ヶ
崎市国民健康保険条
例の一部を改正する
条例

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、議
案
10
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
と
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
岡
崎
　
　
進
　

副
委
員
長

　
菊
池
　
雅
介

豊
嶋
　
太
一

加
藤
　
大
嗣

小
島
　
勝
己
　
　
　
　
　
　

新
倉
　
真
二

広
瀬
　
忠
夫

委員会では
全会一致

委員会では
全会一致

委
員
会
の
活
動

市
内
事
業
者
と
の
意
見
交
換
会
を

実
施
し
ま
し
た

（17）

常
任
委
員
会
の
報
告

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
民
間
保
育
所
等
運
営
事
業
費（
３
４
６

１
万
５
０
０
０
円
増
。市
外
保
育
所
等
の

利
用
者
増
へ
の
対
応
及
び
国
の
予
算
を

活
用
し
、民
間
保
育
所
に
勤
務
す
る
保

育
士
等
の
処
遇
改
善
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、令
和
元
年
度
の
精
算
に
伴
う
国

庫
支
出
金
等
の
過
配
分
を
返
還
す
る
こ

と
に
伴
い
、委
託
料
等
を
増
額
す
る
も

の
）、特
別
支
援
学
級
関
係
経
費（
１
４
４

５
万
３
０
０
０
円
増
。鶴
が
台
小
学
校
に

特
別
支
援
学
級
を
設
置
す
る
た
め
に
工

事
請
負
費
等
を
増
額
す
る
も
の
）、学
校

施
設
整
備
事
業
費（
１
億
３
９
３
８
万
２

０
０
０
円
増
。茅
ヶ
崎
小
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
工
事
及
び
浜
之
郷
小
学
校
の
空
調

設
備
改
修
工
事
を
行
う
た
め
、工
事
請

負
費
を
増
額
す
る
も
の
）、子
ど
も
未
来

応
援
基
金
積
立
金（
１
６
１
２
万
円
増
。

寄
附
金
等
を
基
金
へ
積
み
立
て
る
た
め
、

積
立
金
を
増
額
す
る
も
の
）

問
　
民
間
保
育
所
等
運
営
事
業
費
に
つ

い
て
、国
の
予
算
で
は
３
％
の
処
遇
改
善
、

一
律
９
０
０
０
円
の
賃
金
上
昇
と
示
さ

れ
て
い
る
が
、ど
の
よ
う
に
算
定
さ
れ
る

の
か
問
う
。

答
　
国
の
要
綱
で
は
、３
％
程
度
と
示
さ

れ
て
お
り
、一
律
９
０
０
０
円
の
賃
金
上
昇

で
は
な
く
、具
体
的
な
賃
金
改
善
の
内
容

は
事
業
者
の
判
断
で
決
定
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。基
本
給
ま
た
は
手
当
な
ど
の

引
上
げ
に
よ
り
改
善
を
図
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。

問
　
保
育
士
の
処
遇
改
善
に
よ
り
、保

育
料
の
値
上
げ
に
つ
な
が
ら
な
い
配
慮

が
必
要
と
考
え
る
が
、見
解
を
問
う
。

答
　
今
回
の
処
遇
改
善
に
係
る
国
の
予

算
の
実
施
期
間
と
し
て
、民
間
事
業
者
は

９
月
ま
で
の
補
助
で
あ
り
、10
月
以
降
は

公
定
価
格
に
上
乗
せ
す
る
予
定
で
あ
る

た
め
、保
育
料
へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

問
　
特
別
支
援
学
級
関
係
経
費
に
つ
い

て
、鶴
が
台
小
学
校
は
比
較
的
空
き
教

室
が
あ
る
中
、学
校
の
ど
の
フ
ロ
ア
に
設

置
す
る
の
か
問
う
。

答
　
２
階
へ
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。当
初

は
学
校
へ
視
察
す
る
中
で
１
階
への
設
置
も

検
討
し
た
が
、２
教
室
設
置
で
き
る
教
室

が
な
く
２
階
への
設
置
と
し
た
。現
在
も
特

別
支
援
学
級
や
通
常
学
級
に
お
い
て
肢
体

不
自
由
児
等
の
移
動
に
際
し
、ス※

８
テ
ア
エ
イ

ド
や
ス
テ
ア
シ
ッ
プ
を
整
備
し
、階
段
の
移

動
を
補
助
し
て
お
り
、今
回
も
同
様
に
対

応
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問
　
学
校
施
設
整
備
事
業
費
に
つ
い
て
、

公
共
施
設
整
備
・
再
編
計
画
及
び
学
校

施
設
の
整
備
計
画
の
進
捗
を
問
う
。

答
　
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
は
、計
画
で
は

85
系
統
の
う
ち
68
系
統
の
改
修
を
目
標

と
し
て
掲
げ
て
い
る
。今
回
の
改
修
に
よ

り
２
系
統
改
修
さ
れ
る
と
、65
系
統
が
改

修
さ
れ
85
系
統
の
う
ち
76
・４
％
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

問
　
子
ど
も
未
来
応
援
基
金
積
立
金
に

つ
い
て
、寄
附
金
が
比
較
的
順
調
に
伸
び

て
い
る
と
考
え
る
が
、経
緯
を
問
う
。

答
　
本
基
金
は
個
人
と
法
人
の
寄
附
金
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
積
み
上
げ
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
お
り
、令
和
３
年
度
は
合
計
で
１
９

０
８
万
９
９
８
５
円
の
増
額
と
な
っ
た
。ふ

る
さ
と
納
税
分
は
前
年
度
と
比
較
し
て
約

２
倍
に
上
昇
し
た
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
市
外
の
方
を
対

象
と
し
て
い
る
が
、市
民
へ
の
本
基
金
に

対
す
る
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
や
募
金
活

動
な
ど
は
行
っ
た
の
か
問
う
。

答
　
寄
附
金
を
増
や
す
取
り
組
み
と
し

て
、広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、チ
ラ
シ
の
配

架
等
を
行
い
、令
和
３
年
度
よ
り
募
金
箱

を
郵
便
局
や
公
民
館
に
設
置
し
、広
く
周

知
し
て
い
る
。

　
文
化
教
育
常
任
委
員
会
で
は
、政
策
討

議
と
し
て「
子
ど
も
が
主
体
的
に
生
き
る

た
め
の
総
合
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
」を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、調
査
研
究
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。令
和
４
年
３
月
25
日
に
子
ど
も

が
主
体
的
に
取
り
組
む
施
策
を
積
極
的

に
行
う
川
崎
市
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
視

察
を
行
い
、子
ど
も
の
権
利
条
例
策
定
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス

や
、条
例
に

基
づ
く
主
な

事
業
に
つ
い

て
説
明
い
た

だ
き
、大
変

有
意
義
な

時
間
と
な
り

ま
し
た
。

川崎市とのオンライン視察

豊かな育児を
目指すために
各種事業費を
増額
議案第１号　令和３
年度茅ヶ崎市一般
会計補正予算（第11
号）所管部分

 

主
な
質
疑

 

主
な
事
業
費

委員会では
全会一致

※８　ステアエイド（ステアシップ）…車いすに乗ったまま階段を昇降する階段用リフト

文
化
教
育
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、議
案
４
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
と
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
滝
口
　
友
美

副
委
員
長

　
水
本
　
定
弘
　

中
野
　
幸
雄

小
磯
　
妙
子

早
川
　
仁
美

長
谷
川
由
美

伊
藤
　
素
明

委
員
会
の
活
動

政
策
討
議
に
関
わ
る
活
動
報
告

（16）



常
任
委
員
会
の
報
告

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
費
（
１
億
５
５
１
６
万
１

０
０
０
円
増
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

実
施
に
つ
い
て
、
５
歳
か
ら
11
歳
ま

で
の
接
種
に
要
す
る
経
費
の
ほ
か
、

３
回
目
接
種
に
伴
う
時
間
外
加
算
等

の
経
費
と
し
て
、
委
託
料
を
増
額
す

る
も
の
）

問
　
小
児
接
種
を
考
え
て
い
る
保
護

者
へ
の
説
明
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
手
元

に
届
く
接
種
券
に
同
封
さ
れ
て
い
る

案
内
を
確
認
し
、
予
防
接
種
の
効
果

と
副
反
応
の
リ
ス
ク
の
双
方
を
理
解

し
た
上
で
接
種
を
受
け
る
か
検
討
い

た
だ
く
よ
う
周
知
し
て
い
る
。

問
　
小
児
接
種
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
へ
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
今
回
は
市
の
集
団
接
種
と
し
て
行

わ
ず
、個
別
医
療
機
関
で
の
接
種
を
検

討
し
て
い
る
。ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョッ

ク
等
に
つ
い
て
は
事
前
に
医
療
機
関
等
に

必
要
な
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

問
　
３
回
目
接
種
を
迅
速
化
し
て
い

く
方
向
性
は
あ
る
か
問
う
。

答
　
国
で
は
当
初
、
２
回
目
接
種
か
ら

８
カ
月
、
医
療
従
事
者
等
は
６
カ
月
経

過
し
た
方
か
ら
の
接
種
を
原
則
と
し
て

い
た
が
、
現
在
は
６
カ
月
と
示
さ
れ
て

い
る
。
高
齢
者
は
約
２
万
人
、
64
歳
以

下
は
約
４
万
人
に
個
別
で
予
約
接
種
可

能
日
の
前
倒
し
の
は
が
き
を
送
り
、
対

応
を
検
討
し
て
い
る
。

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
い
、
未
就
学
児
に
係
る
被
保
険

者
均
等
割
保
険
料
を
減
額
す
る
も
の

で
す
。

問
　
本
市
の
対
象
者
数
を
問
う
。

答
　
令
和
３
年
４
月
時
点
で
、
国
民
健

康
保
険
世
帯
の
未
就
学
児
は
１
１
０
０

人
程
度
と
推
計
し
て
い
る
。

問
　
国
、
県
、
市
で
決
め
ら
れ
た
基

準
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
、
本
市
の
負
担
額
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
国
が
２
分
の
１
、
県
及
び
市
が
４

分
の
１
と
な
り
、
市
の
負
担
は
２
〜

３
０
０
万
円
程
度
と
考
え
て
い
る
。

問
　
周
知
の
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
申
請
は
不
要
で
あ
り
、
該
当
の

方
に
は
軽
減
し
た
保
険
料
額
を
提
示

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
は

あ
る
が
、
制
度
自
体
の
周
知
に
つ
い

て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
今
期
の
環
境
厚
生
常
任
委
員
会
の
政

策
討
議
の
テ
ー
マ「
誰
も
が
安
心
し
て
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
〜
持
続
可
能

な
地
域
福
祉
に
向
け
て
〜
」の
調
査・研

究
の
た
め
、一
般
社
団
法
人
茅
ヶ
崎
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
協
議
会
と
の
意

見
交
換
会
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
実
施
し
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
者
間
に
お
け
る
情

報
共
有
の
手
段
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
メ

リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
一
方
で
、介
護
サ
ー
ビ
ス

は
利
用
者
と
会
う
こ
と
が
大
切
な
た
め
、

い
ま
だ
に
課
題
が
あ
る
こ
と
や
、本
市
の

強
み
で
あ
る
多
職
種
連
携
等
に
つ
い
て
の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、少
し

の
手
助
け
が
あ
れ
ば
自
立
で
き
る
環
境

を
つ
く
って
い
く
こ
と
や
、サ
ー
ビ
ス
の
担
い

手
と
し
て
若
い
世
代
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を

共
通
で
認
識
で
き
、大
変
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
政
策
提
言

に
向
け
、先
進
事
例
等
の
研
究
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

 

主
な
質
疑

 

主
な
事
業
費

 

議
案
の
概
要

 

主
な
質
疑

ＺＯＯＭによる意見交換会

委員会では
賛成４
反対１

５歳から11歳の
ワクチン接種及
び３回目接種の
実施に向けて委
託料を増額

子育て世帯の
経済的負担が
軽減

議案第１号　令和３年度
茅ヶ崎市一般会計補正
予算（第11号）所管部分

議案第20号　茅ヶ
崎市国民健康保険条
例の一部を改正する
条例

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、議
案
10
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
と
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
岡
崎
　
　
進
　

副
委
員
長

　
菊
池
　
雅
介

豊
嶋
　
太
一

加
藤
　
大
嗣

小
島
　
勝
己
　
　
　
　
　
　

新
倉
　
真
二

広
瀬
　
忠
夫

委員会では
全会一致

委員会では
全会一致

委
員
会
の
活
動

市
内
事
業
者
と
の
意
見
交
換
会
を

実
施
し
ま
し
た
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常
任
委
員
会
の
報
告

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
民
間
保
育
所
等
運
営
事
業
費（
３
４
６

１
万
５
０
０
０
円
増
。市
外
保
育
所
等
の

利
用
者
増
へ
の
対
応
及
び
国
の
予
算
を

活
用
し
、民
間
保
育
所
に
勤
務
す
る
保

育
士
等
の
処
遇
改
善
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、令
和
元
年
度
の
精
算
に
伴
う
国

庫
支
出
金
等
の
過
配
分
を
返
還
す
る
こ

と
に
伴
い
、委
託
料
等
を
増
額
す
る
も

の
）、特
別
支
援
学
級
関
係
経
費（
１
４
４

５
万
３
０
０
０
円
増
。鶴
が
台
小
学
校
に

特
別
支
援
学
級
を
設
置
す
る
た
め
に
工

事
請
負
費
等
を
増
額
す
る
も
の
）、学
校

施
設
整
備
事
業
費（
１
億
３
９
３
８
万
２

０
０
０
円
増
。茅
ヶ
崎
小
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
工
事
及
び
浜
之
郷
小
学
校
の
空
調

設
備
改
修
工
事
を
行
う
た
め
、工
事
請

負
費
を
増
額
す
る
も
の
）、子
ど
も
未
来

応
援
基
金
積
立
金（
１
６
１
２
万
円
増
。

寄
附
金
等
を
基
金
へ
積
み
立
て
る
た
め
、

積
立
金
を
増
額
す
る
も
の
）

問
　
民
間
保
育
所
等
運
営
事
業
費
に
つ

い
て
、国
の
予
算
で
は
３
％
の
処
遇
改
善
、

一
律
９
０
０
０
円
の
賃
金
上
昇
と
示
さ

れ
て
い
る
が
、ど
の
よ
う
に
算
定
さ
れ
る

の
か
問
う
。

答
　
国
の
要
綱
で
は
、３
％
程
度
と
示
さ

れ
て
お
り
、一
律
９
０
０
０
円
の
賃
金
上
昇

で
は
な
く
、具
体
的
な
賃
金
改
善
の
内
容

は
事
業
者
の
判
断
で
決
定
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。基
本
給
ま
た
は
手
当
な
ど
の

引
上
げ
に
よ
り
改
善
を
図
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。

問
　
保
育
士
の
処
遇
改
善
に
よ
り
、保

育
料
の
値
上
げ
に
つ
な
が
ら
な
い
配
慮

が
必
要
と
考
え
る
が
、見
解
を
問
う
。

答
　
今
回
の
処
遇
改
善
に
係
る
国
の
予

算
の
実
施
期
間
と
し
て
、民
間
事
業
者
は

９
月
ま
で
の
補
助
で
あ
り
、10
月
以
降
は

公
定
価
格
に
上
乗
せ
す
る
予
定
で
あ
る

た
め
、保
育
料
へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

問
　
特
別
支
援
学
級
関
係
経
費
に
つ
い

て
、鶴
が
台
小
学
校
は
比
較
的
空
き
教

室
が
あ
る
中
、学
校
の
ど
の
フ
ロ
ア
に
設

置
す
る
の
か
問
う
。

答
　
２
階
へ
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。当
初

は
学
校
へ
視
察
す
る
中
で
１
階
への
設
置
も

検
討
し
た
が
、２
教
室
設
置
で
き
る
教
室

が
な
く
２
階
への
設
置
と
し
た
。現
在
も
特

別
支
援
学
級
や
通
常
学
級
に
お
い
て
肢
体

不
自
由
児
等
の
移
動
に
際
し
、ス※

８
テ
ア
エ
イ

ド
や
ス
テ
ア
シ
ッ
プ
を
整
備
し
、階
段
の
移

動
を
補
助
し
て
お
り
、今
回
も
同
様
に
対

応
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問
　
学
校
施
設
整
備
事
業
費
に
つ
い
て
、

公
共
施
設
整
備
・
再
編
計
画
及
び
学
校

施
設
の
整
備
計
画
の
進
捗
を
問
う
。

答
　
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
は
、計
画
で
は

85
系
統
の
う
ち
68
系
統
の
改
修
を
目
標

と
し
て
掲
げ
て
い
る
。今
回
の
改
修
に
よ

り
２
系
統
改
修
さ
れ
る
と
、65
系
統
が
改

修
さ
れ
85
系
統
の
う
ち
76
・４
％
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

問
　
子
ど
も
未
来
応
援
基
金
積
立
金
に

つ
い
て
、寄
附
金
が
比
較
的
順
調
に
伸
び

て
い
る
と
考
え
る
が
、経
緯
を
問
う
。

答
　
本
基
金
は
個
人
と
法
人
の
寄
附
金
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
積
み
上
げ
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
お
り
、令
和
３
年
度
は
合
計
で
１
９

０
８
万
９
９
８
５
円
の
増
額
と
な
っ
た
。ふ

る
さ
と
納
税
分
は
前
年
度
と
比
較
し
て
約

２
倍
に
上
昇
し
た
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
市
外
の
方
を
対

象
と
し
て
い
る
が
、市
民
へ
の
本
基
金
に

対
す
る
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
や
募
金
活

動
な
ど
は
行
っ
た
の
か
問
う
。

答
　
寄
附
金
を
増
や
す
取
り
組
み
と
し

て
、広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、チ
ラ
シ
の
配

架
等
を
行
い
、令
和
３
年
度
よ
り
募
金
箱

を
郵
便
局
や
公
民
館
に
設
置
し
、広
く
周

知
し
て
い
る
。

　
文
化
教
育
常
任
委
員
会
で
は
、政
策
討

議
と
し
て「
子
ど
も
が
主
体
的
に
生
き
る

た
め
の
総
合
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
」を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、調
査
研
究
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。令
和
４
年
３
月
25
日
に
子
ど
も

が
主
体
的
に
取
り
組
む
施
策
を
積
極
的

に
行
う
川
崎
市
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
視

察
を
行
い
、子
ど
も
の
権
利
条
例
策
定
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス

や
、条
例
に

基
づ
く
主
な

事
業
に
つ
い

て
説
明
い
た

だ
き
、大
変

有
意
義
な

時
間
と
な
り

ま
し
た
。

川崎市とのオンライン視察

豊かな育児を
目指すために
各種事業費を
増額
議案第１号　令和３
年度茅ヶ崎市一般
会計補正予算（第11
号）所管部分

 

主
な
質
疑

 

主
な
事
業
費

委員会では
全会一致

※８　ステアエイド（ステアシップ）…車いすに乗ったまま階段を昇降する階段用リフト

文
化
教
育
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、議
案
４
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
と
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
滝
口
　
友
美

副
委
員
長

　
水
本
　
定
弘
　

中
野
　
幸
雄

小
磯
　
妙
子

早
川
　
仁
美

長
谷
川
由
美

伊
藤
　
素
明

委
員
会
の
活
動

政
策
討
議
に
関
わ
る
活
動
報
告
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議
決
結
果
等

ちがさき市議会だよりは、親しみやすい紙面作りに努めております。現在の紙質は、経費・読みやすさ・環境への配慮などを総合的に勘案
し選定しています。（広報広聴委員会）

令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11 号）（議案第１号）、令和３年度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）（議案
第２号）、令和３年度茅ヶ崎市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）（議案第３号）、令和３年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計補正予算（第
２号）（議案第４号）、令和３年度茅ヶ崎市病院事業会計補正予算（第５号）（議案第５号）、令和４年度茅ヶ崎市介護保険事業特別会計予算（議
案第９号）、令和４年度茅ヶ崎市公共用地先行取得事業特別会計予算（議案第 10 号）、令和４年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計予算（議案第
11 号）、令和４年度茅ヶ崎市病院事業会計予算（議案第 12 号）、茅ヶ崎市まち・ひと・しごと創生基金条例（議案第 13 号）、茅ヶ崎市附属
機関設置条例の一部を改正する条例（議案第 14 号 )、茅ヶ崎市附属機関設置条例の一部を改正する条例（議案第 15 号）、茅ヶ崎市職員給与
条例及び茅ヶ崎市職員特殊勤務手当条例の一部を改正する条例（議案第 17 号）、茅ヶ崎市職員給与条例の一部を改正する条例（議案第 18 号）、
茅ヶ崎市手数料条例の一部を改正する条例（議案第 19 号）、茅ヶ崎市国民健康保険条例の一部を改正する条例（議案第 20 号）、茅ヶ崎市道
路占用料徴収条例の一部を改正する条例（議案第 21 号）、固定資産評価審査委員会委員の選任について（議案第 22 号）、動産の取得につい
て（議案第 23 号）、市道路線の廃止について（議案第 24 号の１から２）、市道路線の認定について（議案第 25 号の２から７）、令和３年度茅ヶ
崎市病院事業会計補正予算（第６号）（議案第 26 号）、茅ヶ崎市職員給与条例の一部を改正する条例（議案第 27 号）、茅ヶ崎市消防団員等
公務災害補償条例の一部を改正する条例（議案第 28 号）、令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 12 号）（議案第 29 号）、茅ヶ崎市職
員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例（議案第 30 号）、ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議（議会議案第１号）、人権
擁護委員の候補者の推薦について

■議決結果（全会一致の案件）

■議決結果（賛否が分かれた案件） ○賛成　●反対

議案番号 件　　名

議決結果

ち
が
さ
き 

　自
民
ク
ラ
ブ

絆
・
新
し
い
風

公
明
ち
が
さ
き

未
来
創
生
・

　湘
風
ク
ラ
ブ

新
政
ち
が
さ
き

日
本
共
産
党
茅
ヶ
崎 

　市
議
会
議
員
団

ち
が
さ
き 

　立
憲
ク
ラ
ブ

会
派
に
属
さ
な
い 

　議
員

小
島
　勝
己

岡
崎
　
　進

水
島
　誠
司

小
川
　裕
暉

水
本
　定
弘

青
木
　
　浩

山
田
　悦
子

加
藤
　大
嗣

長
谷
川
由
美

木
山
　耕
治

滝
口
　友
美

山
﨑
　広
子

菊
池
　雅
介

阿
部
　英
光

広
瀬
　忠
夫

岩
田
は
る
み

伊
藤
　素
明

柾
木
　太
郎

岸
　
　正
明

新
倉
　真
二

早
川
　仁
美

中
野
　幸
雄

金
田
　俊
信

小
磯
　妙
子

藤
本
　恵
祐

豊
嶋
　太
一

杉
本

　啓
子

藤
村
優
佳
理

本会議 
審議日

議案第６号 令和４年度茅ヶ崎市
一般会計予算 3月24日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議
長
の
た
め
表
決
に
加
わ
ら
ず

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

欠
席

◯ ◯

議案第７号
令和４年度茅ヶ崎市
国民健康保険事業
特別会計予算

3月24日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第８号
令和４年度茅ヶ崎市
後期高齢者医療事業
特別会計予算

3月24日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第16号
茅ヶ崎市個人情報保護
条例の一部を改正する
条例

3月24日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第25号の１ 市道路線の認定について 3月24日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ○ ◯ ◯ ● ◯

議案第31号
茅ヶ崎市国民健康保険
条例の一部を改正する
条例

3月24日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議会議案第１号　ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議決議を可決しました

（19）

各
議
案
に
対
す
る
討
論

茅ヶ崎市附属機関設置条例の一部を改正する条例（議案第 15号）
　茅ヶ崎市立病院在り方検討委員会を廃止する条例改正となる
が、同委員会での議論では、経営形態以外に、今後の市立病院の経
営改善やサービス向上につながる有益な意見や提言が多く含まれ
た。貴重な意見や提言は、経営形態変更の準備と並行し、次年度以
降市立病院運営協議会等での議論や業務改善活動等において積極
的に生かしていく必要があることを指摘し賛成する。

茅ヶ崎市個人情報保護条例の一部を改正する条例
　本議案は個人情報の保護に関する法律の改正に対応するもの
で、匿名加工情報について定義し、その上で同情報を外部に提供す
る要件を定めている。また個人情報を匿名加工情報に加工するこ
とを外部に委託することも認められている。それにより委託先か
らの情報漏

ろう

洩
えい

や個人を特定できる可能性もあることから反対す
る。今後、本市における個人情報保護が後退することのないよう、
適切な措置を講じることを要望する。

令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）　
　新型コロナウイルスワクチン接種事業費は、５歳から 11歳まで
の接種に要する経費である。５歳から 11歳は任意接種で、個別接
種となるが、接種について多くの保護者が迷っていると報道されて
いる。メリットとリスクをしっかりと理解し、納得して接種できる
体制を医師会等の協力の下で進めていただきたい。また、接種の有
無により学校等で差別がおこらないよう配慮を要望し賛成する。

令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 12号）　
　６月定例会で約２億５千万円、今定例会で約２１億円の２段階の増
額補正は、令和３年度に復活計上する歳出に見合った市税等の増額と
最終的な見込みに基づく予算の見える化の観点から行われた。今年度
は大事な種まきの年である。コロナ禍の市税等への影響が想定を下
回ったことと慎重な行財政運営で生じた財源は、市の目指すべき将来
に向け、議論を深め、有益に利用するよう要望する。（藤村優佳理議員）

茅ヶ崎市附属機関設置条例の一部を改正する条例（議案第14号）
　まち・ひと・しごと創生総合戦略は政府主導の政策であり、こ
れに従い審議会を設置した経緯があるが、実施計画と統合する事
により審議会を廃止する事は妥当であると判断する。

茅ヶ崎市職員給与条例及び茅ヶ崎市職員特殊勤務手当条例の一部
を改正する条例
　現場職員との事前合意が不足した結果、異例の条例改正となった
事について大いに反省すべきである。給与差額の補填を目的とした改
正について市民が納得する根拠を明確に示すことを要望し賛成する。

令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）
　体育館管理経費については、総合体育館に空調整備を設置する
ための設計委託料である。空調設備のない夏場は熱中症を発症する
リスクが高い上、大きな災害等の事態に備えて準備を万端にする
必要がある。総合体育館は築 25年を経過しており予防保全し長く
使っていくべき施設であるため、国の補助制度や交付金を活用し空
調設備設置に尽力をつくすよう要望し賛成する。新型コロナウイル
スワクチン接種事業については、発症予防のメリットと副反応等の
デメリットを本人と養育者が十分に理解することが必要である。こ
れまでに子どもが予防接種を受けた小児科医院等での個別接種が
理想と考え、かかりつけの小児科医院で接種できる体制を求める。

ちがさき立憲クラブ

共産党

新政ちがさき

会派に属さない議員

未来創生・湘風クラブ

公明ちがさき

私たちは、このような理由で

賛成しました／反対しました
　第 1 回定例会に提出された各案件について、
本会議での採決の前に各会派などが賛成または
反対を表明し、その理由を述べました。主な内
容は次のとおりです。

茅ヶ崎市国民健康保険条例の一部を改正する条例
　国民健康保険法施行令の改正に伴い未就学児に係る被保険者均
等割額を減額するものだが、加入者が小学校に上がるときには増
額になることをしっかりと説明し周知することを求める。

茅ヶ崎市まち・ひと・しごと創生基金条例
　企業版ふるさと納税は市の税収増に大きくつながる手法の一つ
であり、企業側としても最大で９割の税制上の優遇措置を受けら
れ、市・企業間で将来の新たなパートナーシップが生まれる可能
性もある。選ばれるまちになるためにも広い周知を要望する。

令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）
　新型コロナウイルス感染症の自宅療養者と入院患者の全員に対
するファーストコンタクトは評価する。罹患者が不安になること
のないよう対応を要望する。

令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）
　こども予防接種予診票作成業務委託経費について、令和３年
11月26日より子宮頸がんワクチンの積極的勧奨が再開された。
令和４年度から予診票やパンフレットを送付するとのことだ
が、ワクチン接種のリスク等を明確にし、対象者が客観的に判
断し、行動ができるようきめ細やかな情報提供を求める。
　体育施設費の市総合体育館の空調設備設計業務委託料につい
て、さまざまな競技の特性を勘案し支障をきたさぬよう設計上
の配慮を求める。またスポーツツーリズムの推進やプロスポー
ツの開催を想定するなど将来的な目標を持ち、戦略的な活用が
できるような規模、仕様となるよう投資の最適化を求める。ま
た、災害時には物資拠点などの役割を担う重要な拠点となるた
め、その機能維持やランニングコストについても留意するよう
求め賛成する。

ちがさき自民クラブ

絆・新しい風

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

反 対

賛 成

賛 成

賛 成

（18）



議
決
結
果
等

ちがさき市議会だよりは、親しみやすい紙面作りに努めております。現在の紙質は、経費・読みやすさ・環境への配慮などを総合的に勘案
し選定しています。（広報広聴委員会）

令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11 号）（議案第１号）、令和３年度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）（議案
第２号）、令和３年度茅ヶ崎市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）（議案第３号）、令和３年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計補正予算（第
２号）（議案第４号）、令和３年度茅ヶ崎市病院事業会計補正予算（第５号）（議案第５号）、令和４年度茅ヶ崎市介護保険事業特別会計予算（議
案第９号）、令和４年度茅ヶ崎市公共用地先行取得事業特別会計予算（議案第 10 号）、令和４年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計予算（議案第
11 号）、令和４年度茅ヶ崎市病院事業会計予算（議案第 12 号）、茅ヶ崎市まち・ひと・しごと創生基金条例（議案第 13 号）、茅ヶ崎市附属
機関設置条例の一部を改正する条例（議案第 14 号 )、茅ヶ崎市附属機関設置条例の一部を改正する条例（議案第 15 号）、茅ヶ崎市職員給与
条例及び茅ヶ崎市職員特殊勤務手当条例の一部を改正する条例（議案第 17 号）、茅ヶ崎市職員給与条例の一部を改正する条例（議案第 18 号）、
茅ヶ崎市手数料条例の一部を改正する条例（議案第 19 号）、茅ヶ崎市国民健康保険条例の一部を改正する条例（議案第 20 号）、茅ヶ崎市道
路占用料徴収条例の一部を改正する条例（議案第 21 号）、固定資産評価審査委員会委員の選任について（議案第 22 号）、動産の取得につい
て（議案第 23 号）、市道路線の廃止について（議案第 24 号の１から２）、市道路線の認定について（議案第 25 号の２から７）、令和３年度茅ヶ
崎市病院事業会計補正予算（第６号）（議案第 26 号）、茅ヶ崎市職員給与条例の一部を改正する条例（議案第 27 号）、茅ヶ崎市消防団員等
公務災害補償条例の一部を改正する条例（議案第 28 号）、令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 12 号）（議案第 29 号）、茅ヶ崎市職
員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例（議案第 30 号）、ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議（議会議案第１号）、人権
擁護委員の候補者の推薦について

■議決結果（全会一致の案件）

■議決結果（賛否が分かれた案件） ○賛成　●反対

議案番号 件　　名

議決結果
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員

小
島
　勝
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水
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暉

水
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弘
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治

滝
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﨑
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子
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部
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瀬
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夫

岩
田
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る
み

伊
藤
　素
明

柾
木
　太
郎

岸
　
　正
明

新
倉
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二

早
川
　仁
美

中
野
　幸
雄

金
田
　俊
信

小
磯
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子

藤
本
　恵
祐

豊
嶋
　太
一

杉
本
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子

藤
村
優
佳
理

本会議 
審議日

議案第６号 令和４年度茅ヶ崎市
一般会計予算 3月24日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議
長
の
た
め
表
決
に
加
わ
ら
ず

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

欠
席

◯ ◯

議案第７号
令和４年度茅ヶ崎市
国民健康保険事業
特別会計予算

3月24日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第８号
令和４年度茅ヶ崎市
後期高齢者医療事業
特別会計予算

3月24日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第16号
茅ヶ崎市個人情報保護
条例の一部を改正する
条例

3月24日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第25号の１ 市道路線の認定について 3月24日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ○ ◯ ◯ ● ◯

議案第31号
茅ヶ崎市国民健康保険
条例の一部を改正する
条例

3月24日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議会議案第１号　ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議決議を可決しました
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各
議
案
に
対
す
る
討
論

茅ヶ崎市附属機関設置条例の一部を改正する条例（議案第 15号）
　茅ヶ崎市立病院在り方検討委員会を廃止する条例改正となる
が、同委員会での議論では、経営形態以外に、今後の市立病院の経
営改善やサービス向上につながる有益な意見や提言が多く含まれ
た。貴重な意見や提言は、経営形態変更の準備と並行し、次年度以
降市立病院運営協議会等での議論や業務改善活動等において積極
的に生かしていく必要があることを指摘し賛成する。

茅ヶ崎市個人情報保護条例の一部を改正する条例
　本議案は個人情報の保護に関する法律の改正に対応するもの
で、匿名加工情報について定義し、その上で同情報を外部に提供す
る要件を定めている。また個人情報を匿名加工情報に加工するこ
とを外部に委託することも認められている。それにより委託先か
らの情報漏

ろう

洩
えい

や個人を特定できる可能性もあることから反対す
る。今後、本市における個人情報保護が後退することのないよう、
適切な措置を講じることを要望する。

令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）　
　新型コロナウイルスワクチン接種事業費は、５歳から 11歳まで
の接種に要する経費である。５歳から 11歳は任意接種で、個別接
種となるが、接種について多くの保護者が迷っていると報道されて
いる。メリットとリスクをしっかりと理解し、納得して接種できる
体制を医師会等の協力の下で進めていただきたい。また、接種の有
無により学校等で差別がおこらないよう配慮を要望し賛成する。

令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 12号）　
　６月定例会で約２億５千万円、今定例会で約２１億円の２段階の増
額補正は、令和３年度に復活計上する歳出に見合った市税等の増額と
最終的な見込みに基づく予算の見える化の観点から行われた。今年度
は大事な種まきの年である。コロナ禍の市税等への影響が想定を下
回ったことと慎重な行財政運営で生じた財源は、市の目指すべき将来
に向け、議論を深め、有益に利用するよう要望する。（藤村優佳理議員）

茅ヶ崎市附属機関設置条例の一部を改正する条例（議案第14号）
　まち・ひと・しごと創生総合戦略は政府主導の政策であり、こ
れに従い審議会を設置した経緯があるが、実施計画と統合する事
により審議会を廃止する事は妥当であると判断する。

茅ヶ崎市職員給与条例及び茅ヶ崎市職員特殊勤務手当条例の一部
を改正する条例
　現場職員との事前合意が不足した結果、異例の条例改正となった
事について大いに反省すべきである。給与差額の補填を目的とした改
正について市民が納得する根拠を明確に示すことを要望し賛成する。

令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）
　体育館管理経費については、総合体育館に空調整備を設置する
ための設計委託料である。空調設備のない夏場は熱中症を発症する
リスクが高い上、大きな災害等の事態に備えて準備を万端にする
必要がある。総合体育館は築 25年を経過しており予防保全し長く
使っていくべき施設であるため、国の補助制度や交付金を活用し空
調設備設置に尽力をつくすよう要望し賛成する。新型コロナウイル
スワクチン接種事業については、発症予防のメリットと副反応等の
デメリットを本人と養育者が十分に理解することが必要である。こ
れまでに子どもが予防接種を受けた小児科医院等での個別接種が
理想と考え、かかりつけの小児科医院で接種できる体制を求める。

ちがさき立憲クラブ

共産党

新政ちがさき

会派に属さない議員

未来創生・湘風クラブ

公明ちがさき

私たちは、このような理由で

賛成しました／反対しました
　第 1 回定例会に提出された各案件について、
本会議での採決の前に各会派などが賛成または
反対を表明し、その理由を述べました。主な内
容は次のとおりです。

茅ヶ崎市国民健康保険条例の一部を改正する条例
　国民健康保険法施行令の改正に伴い未就学児に係る被保険者均
等割額を減額するものだが、加入者が小学校に上がるときには増
額になることをしっかりと説明し周知することを求める。

茅ヶ崎市まち・ひと・しごと創生基金条例
　企業版ふるさと納税は市の税収増に大きくつながる手法の一つ
であり、企業側としても最大で９割の税制上の優遇措置を受けら
れ、市・企業間で将来の新たなパートナーシップが生まれる可能
性もある。選ばれるまちになるためにも広い周知を要望する。

令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）
　新型コロナウイルス感染症の自宅療養者と入院患者の全員に対
するファーストコンタクトは評価する。罹患者が不安になること
のないよう対応を要望する。

令和３年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）
　こども予防接種予診票作成業務委託経費について、令和３年
11月26日より子宮頸がんワクチンの積極的勧奨が再開された。
令和４年度から予診票やパンフレットを送付するとのことだ
が、ワクチン接種のリスク等を明確にし、対象者が客観的に判
断し、行動ができるようきめ細やかな情報提供を求める。
　体育施設費の市総合体育館の空調設備設計業務委託料につい
て、さまざまな競技の特性を勘案し支障をきたさぬよう設計上
の配慮を求める。またスポーツツーリズムの推進やプロスポー
ツの開催を想定するなど将来的な目標を持ち、戦略的な活用が
できるような規模、仕様となるよう投資の最適化を求める。ま
た、災害時には物資拠点などの役割を担う重要な拠点となるた
め、その機能維持やランニングコストについても留意するよう
求め賛成する。

ちがさき自民クラブ

絆・新しい風

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

反 対

賛 成

賛 成

賛 成
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「茅ヶ崎市議会」で 検 索

　紙面へのご意見、ご要望をお寄せください。
発行／茅ヶ崎市議会　編集／広報広聴委員会　発行日／4月・7月・10月・1月の末日
〒253-8686 茅ヶ崎市茅ヶ崎1-1-1　議会事務局　☎0467（82）1111（代表）　FAX 0467（82）1060　Eメール gikai@city.chigasaki.kanagawa.jp

茅ヶ崎市議会では、市民の皆さんに議会に対する理解と関心を
持っていただき、より身近な議会を目指すため、インターネッ
トのサービスである「facebook（フェイスブック）」を活用し、
情報発信を行っています。

ICT 活用推進協議会
令和 3 年度厚木基地周辺市議会基地対策協議会総会（書面会議）
第 17 回茅ヶ崎市議会新型コロナウイルス対策会議
ICT 活用推進協議会
令和 3 年度第 2 回湘南地方市議会議長会（書面開催）
議会運営委員会
広報広聴委員会
第 173 回全国市議会議長会社会文教委員会（書面会議）
ICT 活用推進協議会 
第 18 回茅ヶ崎市議会新型コロナウイルス対策会議
議会運営委員会
広報広聴委員会
ICT 活用推進協議会
ICT 活用推進協議会 
広報広聴委員会
文化教育常任委員会
文化教育常任委員会が川崎市へ行政視察（オンライン）
令和 3 年度第 3 回社会福祉法人湘南広域社会福祉協会評議員会
ICT 活用推進協議会 
広報広聴委員会
議会運営委員会

※議長の動向については、ホームページに掲載しています。
  （「茅ヶ崎市　議長の動向」で検索できます。）

議会の動向
1月　12日

18日
24日
27日
28日
31日

2月     1日
7日
9日

16日
21日
24日

3月     2日
16日
18日
23日
25日
29日

4月     5日
6日

13日

令和４年第２回定例会の日程（予定）

○原則として午前10時から
　詳細については、５月30日(月)開催予定の議会運営委員会で決定さ
れますので議会事務局にお問い合わせください。
＊印のある予定は、該当する案件がある場合に行われます。
★請願と陳情の第２回定例会での取り扱いは、５月23日(月)の正午
までに提出されたものを対象とします。

全員協議会の開催状況

ＷＥＢ申込みＷＥＢ申込み

※令和４年５月17日（火）に参加確定者の方に会場案内などの連絡をいたします。　
※最少催行人数は各回３人以上です。  ※状況によって延期・中止になる場合があります。

｢みんなが自由に話せる場をつくろう。｣
そんな想いから私たち茅ヶ崎市議会は意見交換会を親しみを込めて
｢アロハトーク｣と名付けました。
意見交換会では、
『住みたい住みつづけたい！～ちがさき魅力大発見～』
をテーマに、ご来場された市民の皆様と議員で意見交換を行います。
議員一同、皆様のご参加を心よりお待ちしております。

４月26日（火） 8：30から５月11日（水） 12：00まで
住所・氏名（フリガナ）・電話番号・年齢・参加希望の時間を下記の
いずれかの方法でご連絡ください
中学生以上
各回16人 定員を超えた場合は、市内在住・在学・在勤者を優先として抽選を行います。

申込期間

申込方法

申込要件

定員

議会事務局　電話・メール又はＷＥＢ申込み

（土日・祝日を除く）

※託児、手話通訳を希望される方はご相談ください

月 日（曜日） 内　　　容

６

６（月） 本会議 (各案件趣旨説明～質疑～付託 )
７（火） ＊本会議（先議案件最終審議）
８（水） 都市経済常任委員会（議案等の審査）
10（金） 文化教育常任委員会（議案等の審査）
13（月） 環境厚生常任委員会（議案等の審査）
14（火） 総務常任委員会（議案等の審査）
22（水） 本会議 (一般質問、各案件最終審議）
23（木）、24（金） 本会議（一般質問）
27（月）、28（火） 本会議（一般質問）

月 日（曜日） 内　　　容

1 24（月）

【協議事項】
１．茅ヶ崎市公共施設等総合管理計画（改訂版）（素案）
　　について

【報告事項】
２．電子契約サービスの導入について
３．各常任委員会の政策討議に関する中間報告について

2 16（水）

【協議事項】
１．市民ギャラリー、茅ヶ崎駅前市民窓口センター 
　　及び萩園市民窓口センターの廃止等並びにネス  
　　パ茅ヶ崎ビル等の今後の利活用について

【報告事項】
２．令和４年４月における行政組織の改正について

●令和 4 年第 1 回定例会の本会議・委員会の状況については、市
　ホームページで録画映像をご覧いただけます。
●令和 4 年第 1 回定例会の会議録は、5 月下旬から市ホームページ、
　市立図書館、市役所の市政情報コーナーなどでご覧いただけます。

「ちがさき市議会だより」は、紙面の都合で発言の一部
を掲載しています。詳しくは会議録をご覧ください。

　携帯電話で左記のＱＲコードを読み取ると
市議会ホームページへアクセスできます。

携帯サイトのご案内
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